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本日のプログラム

次週例会 嵯峨記念育英会奨学生卒業報告（担当：嵯峨記念育英会委員会）

「地域力を向上させるための子供たちの学力向上・キャリア教育」（担当：プログラム委員会）

水と衛生月間

■ロータリーソング：我等の生業　　　　■ソングリーダー：水口　喜文君

■会員数　  103 名

■ビジター   なし

■ゲスト　   特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク　理事長 生重　幸恵様 

　　　　　   公益財団法人日本数学検定協会　専務理事兼事務局長　髙田　忍様

　　　　　   特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク　事務局長　生重　亮様

 

　　　　　　　　　　浅川　正紳副会長

　お食事中の方は、

そのままどうぞお

続けください。本

日、杉村会長が欠

席のため代行させ

ていただきます。

決して感染で１週

間休むという病気

でもありません。出張と聞いております。先ほど会社

に車があったような気がいたしますが、出張だと思い

ます。

もしかすると脇さんあたりから「いつも副会長は噛ん

でばかりいるから、会長はたまに休んで副会長に喋ら

せろ」という温かいお話というか悪魔のようなささや

きがあったのではないかとお伺いしておりますが、

しっかりと仕事をさせていただきたいと思います。

杉村会長に「何を話せば良いでしょうね」とお話をし

たら、「私もやりましたけれど、自己紹介をしたらど

うですか」と言われましたので、今更ですが自己紹介

をさせていただきたいと思います。

　浅川正紳と申します。昭和 40年２月 16日釧路に

生まれました。生まれた時は、今のパステルパーク（駐

車場）の出入口がある辺りに昔は『くろんぼ』という

喫茶店がありました。そこは祖父が開いた喫茶店です。

ネーミングは今の時代にはふさわしくない気がします

けれども、昭和 28年ぐらいに開店したと聞いていて、

釧路で３番目に古い喫茶店だったと思います。そこで

生まれた時は、私、母と父と祖父・祖母の５人が小さ

な喫茶店の２階で過ごしていたと聞いております。

　小さいころ、家が鶴ヶ岱に引っ越して、おばあちゃ

んの所に遊びに行くと、下の喫茶店からガラスの器に

乗ったアイスクリームやクリームソーダが飲めるので

「遊びに行きたい」とよくせがんでいました。しょっ

ちゅう「アイスクリームを食べたい」と言っている割

には、斜め向かいに石田さんの『笛園』があるので、

そこの「噴水のある喫茶店に行きたい」とか、子ども

にはゾウの鼻に似せた長い風船がもらえたので「ゾウ

さんの風船をもらいたい」とごねたと聞いております。

「自分の家が喫茶店やっているのにどうして行かなけ

ればいけないの」と祖母も思っていたらしいのですが、

孫の言うことですからやってくれたのだと思います。

城山小学校と東中学校へ進みました。そこの三役席の

５人のうち田内君は転勤族ですが、その他の４人が偶

然にも東中学校卒業です。この中にも東中学校を卒業

された方がたくさんいると思いますが、非常に厳しい

学校です。全校集会で並んでいる時、一番前で振り向

いている担任と目が合ったら、その場で「顔を動かす

な」と殴られるような厳しい学校だった覚えがありま

す。その反動がいま出ているのか、何か物事に沿いた

くない部分が少し自分の中にあるような気がいたしま

す。

高校、札幌の大学と進み、アルバイトで知り合った女

性が家内で 10年ぐらい遠距離恋愛をして結婚してい

ます。

　そうこうして、89年に釧路へ帰って来て、自分の

会社に入社をするのですが、父親に「何も街のことが

分からない。若者との接点がないのだから、何かに入

らなければいけない」と言われて、96年に青年会議

所に入会させていただきました。その翌年の 97年に

杉村君が入会してきます。その時はお互いほとんど話

すこともなく、いつもニコニコして元気な人が入って

きた程度しか交流はなかったのですが、96年に父親

が釧路クラブの会長を務めていたのかな、60周年だっ

たと思いますので会社にいない。私も青年会議所に

入っていて会社には親子でいないものですから社員は

大変苦労をしたのではないかと思っております。

そうこうしているうちに、2001 年、青年会議所には

委員会配属がありまして、その時に偶然、脇さんと杉

村会長と同じ委員会になり、そこに新入会員で得地君

もいました。いま思えばよくお会いする人たちとその

時に初めて会ったのだと。まさかその時は脇さんと会

長・幹事をやるということも、杉村会長と会長・副会

長、そして得地副幹事と一緒になるということも思っ

ていませんでしたけれども、それも何かの縁でお会い

できたと思っております。

そのような意味では、今日もこのように一緒にお昼を

食べながら過ごしている皆さんとの縁も、もしかした

ら数年後にすごいビッグビジネスのお付き合いをして

いるかもしれませんし、いろいろな出会いがあるのか

と思います。

また、最近のテレビなどを見ておりますと、非常に暗

い。コロナ感染がやっと終わったと思ったら世界情勢

のいろいろな映像を見て、毎日、ちょっとどうかなと

いう映像もあります。昨日は夜中に地震があって少々

不安もありましたが。でも、やはり一番は皆さんとたっ

た１時間ですが、一緒にお昼ご飯を食べながらの出会

い。これを１日１日、重要に思って過ごさなければい

けないとつくづく思いました。

どうして私がなかなかロータリーに入らなかったかを

お話をしたいところですが、ちょうどお時間になりま

したので、この続きは機会がございましたらご紹介を

させていただければと思います。

　本日は、１日どうぞよろしくお願いいたします。

転勤挨拶

日本生命保険相互会社道東支社

　　　　　　　　支社長　廣部　雅資君

　ただいま、ご紹介をいただきました日本生命の廣部

と申します。ロータリーには、２年前の７月からです

ので、２年満了とまでは行けませんでした。

以前に会長が、「地元の方は土の人、そして転勤族は

風の人」と。私が

ここで挨拶をさせ

ていただく時に「土

になりたい風の人

です」というよう

な自己紹介をした

ことがありますけ

れども、あっとい

う間の、コロナとともにやってまいりまして、コロナ

と共に去って行く。もう風どころか突風で終わったと

いうような２年間で、このロータリーに参加させてい

ただき、皆さんに良くしていただきまして、この道東

生活を本当に楽しく過ごすことができました。

徳島県に日本生命の支社長として転勤となりました。

また、海があって山がある土地に行かせていただくの

で、ぜひこの釧路

で学んだことを徳

島でも頑張ってい

きたいと思ってお

ります。

後任は、名古屋か

ら伊藤淳という者

がやってまいりますので、後任ともども日本生命をど

うぞ引き続きご愛顧いただきますようによろしくお願

いいたします。

本当に、２年間どうもありがとうございました。

プログラム委員会　木下　正明君

　皆さん、こんにちは。今日の講師は、生重幸恵先生

でございます。生重幸恵先生は、教育を改革して前向

きに良い日本をつくって行こうという先駆者的な方で

ございまして、各地でバケモノと言われております。

なんと言うか、すみません。現在は、子ども家庭庁の

野田聖子大臣のアドバイザーもお務めになっていて、

地域の発展のカギはやはり学力向上やキャリアアップ

などに通じると思いますので、皆さんも参考になるの

ではないかと思います。

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワー

ク理事長兼こども家庭庁大臣アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　生重　幸恵様

　ありがとうござ

います。与えられ

た時間が結構短い

ので。簡単に自己

紹介をします。

私は平成 14年に私

が居住している杉並区の学校教育をコーディネートす

るということで、５年間に亘って行政を上げて審議を

してきた中でできた仕組みの第１号で、「学校教育コー

ディネーター」に就任いたしました。

その時にとても理解を示してくださったのが城西ロー

タリークラブです。私が特にお世話になったのは大成

ユーレックのトップを務めていた方ですが、その方は

私たちの活動にすごく近しさを感じてくださって、自

分の城西ロータリー、それから親しくしているロータ

リアンに声をかけて、ロータリアンの学校教育への

コーディネートをその方がやってくださって、杉並区

を中心にロータリアンがいろいろな学校へ行って講義

をしたり、都立高校で職業講話をしたり、自分の体験

を語ったり、自分の会社の社員を連れて行き「このよ

うな仕事にはこのような価値があるよ」みたいなこと

を語ってくださる、とても意義のある「働くこと」「大

人の姿」を子どもたちとつないでくれたとても素晴ら

しい方で、いまも実は杉並区の学校で委員をしてくだ

さっています。

スライドのタイトルが少々難しかったのですが、私の

紹介は冒頭ありました通りなので割愛しますが。

20年に亘って文科省・厚労省・農水省などのいろい

ろな委員をやってきて、それで声がかかって、昨年か

ら野田さんから「大臣アドバイザー」にということで、

４名が選ばれ月に１回ズームで会議を実施していま

す。いまは国会中なので次は４月開催になりますが、

野田大臣といろいろ情報共有をして活動をしていま

す。

　時間がないで、ものすごく走りながら話します。

経営者の皆さま方なので、よくお分かりと思いますが、

日本は確実に変わって行かなければいけないし、変

わっている。コロナ禍で激変していることをご存じと

思います。。学校は IT 化され、タブレット PCを子ど

もたち全員が持って学習をする状況に既になっている

わけで、それができていないとしたならばかなり遅れ

ているということです。

実を言うと、アジアの中で日本はその面では本当に負

けています。立ち後れていると言っても過言ではない。

そして少子高齢化の進展、社会格差の増大、地域社会

と家族が変わってしまっている。産業構造・雇用の変

化がある。グローバル化が進展している。もう経営者

の皆さま方はよくお分かりのことだと思いますが、こ

れは地方だけの問題ではなく、アジア圏全体にこの問

題はあるのですが、今、日本の中でこの課題と真剣に

向き合っていかない限り、街というものが成立してい

かなくなると思っています。

これも 20年前から言われています。「今から 20年以

上後には、いまの子どもたちは、大学を卒業してもい

まは存在をしていない職業に付くことになる」と言わ

れている。おまけに私たちの生活の中も、これだけ

IT 化が進んでいるわけです。私と同じくらいの世代

の方は、駅では「ピッ」とやらなくても、人がいて、

カチャカチャとやってくれたでしょ。銀行も 30分も

40分も待って、書いた物で下ろしたり振り込んだり

したじゃないですか。いまは４桁「ピッピッピッ」と

やれば何でもできます。それだけ日常の身近なところ

に時代の変革は必ず自分が体感をするところに来てい

る。

これは、内閣府がホームページで示しています。これ

からは新たな社会、『society5.0』に入っていきます。

私たちはずっと時代をさかのぼって農耕から工業化社

会で、つい先日まではクラウドに情報を上げて、それ

を下ろしてきて自分たちで編集して、世の中の物事を

考え次の推移を読んで、展開をしていく。皆さま方が

まさしくそういうところの最前線にお立ちになってい

る方々ですよね。でも、いまからは、情報処理はすべ

てスーパーコンピューターがやってくれて、私たちは

それをどう活用していくかをいち早くどう解決するか

を考えなければいけない。おまけに環境問題、釧路は

海と山に囲まれていますから特に釧路湿原の問題もあ

りますし、日々いろいろ考えていることがあるでしょ

う。けれども、私たちの周りで取り組まなければいけ

ない SDGs もあります。これは、2030 年までに解決

しなければならず、どの事業体も、それから私たち一

人ひとりの人間もこれに向き合わなければいけないの

です。

まさしく、先ほどの城西ロータリーがやってくれたこ

とを、釧路ロータリーの方たちが学校へ行って、自分

たちの仕事の中にどう SDGs を活かしているのかを話

していただくだけでも、「なるほど、SDGs は身近な仕

事の中で、このように考えられて、私たち・僕たちが

生きていく社会を良くするために様々な工夫がこらさ

れている」ということがリアルな学びとして子どもた

ちに伝わることがとても大切ではないかと思っていま

す。

これまでの社会とこれからの社会。いまから求められ

る力というものは、「ドリルが解ける」「問題集が解け

る」「人よりもたくさん練習をしたら、難しい問題が

解けます」というここではないのです。自分で考えて、

自分たちで答えを見出して・果敢にチャレンジをする

人材です。そのような人材を育成しない限り私たちが

住んでいる街に未来が生まれない。

それは、学び続けられる人を育成していくことが重要

だというのが一番のポイントになっていく。そのため

には、「学校・教育委員会に教育はお任せだ」ではなく、

皆さま方のように社会の中で活躍している方たちが、

いかに「君たちみんなが学んでいることが未来につな

がるのか」を問いかけて、自分から答えを探していけ

るようなつながりを子どもたちと持っていくことが必

要です。小学校・中学校・高校・大学といろいろな形

でつながりを持っていただくことがとても重要なので

す。それが生涯に亘って学び続けられる。新しい仕事

を生み出していくことも、学び続けられて物事を考え

られる素地があるからであり、それは次を生み出して

いくことにつながっていく。

これは今回、釧路におじゃまをするにあたって釧路の

データをいろいろ見ました。唯一、１枚だけ入れて来

ました。こんなに人口が減っていくのですよ。釧路が

消滅しちゃうかもしれません。私は全国へ講演で訪問

しています。そこで感じるのは、若いお姉さんが魅力

を感じて住んでくれない街は、若い男が残らない街に

なるのです。

なるほどねと思います。香川県へ行った時に校長会の

研修で呼ばれたのですが、「なぜ香川は割と小さな街

で、元気があると思いますか」と校長先生たちに質問

をしたら、みんな首をひねるのです。香川はいたる所

におしゃれなカフェがあって、ちょっと小高い山の上

には素敵なカフェがあります。香川大学と一緒に開発

をした『太らないレアシュガー』というものがあって、

それを使っていろいろなデザートを生み出していま

す。もちろんそれはダイエットが主目的ではなく、糖

尿病など病気のために開発されたもので、希少糖と言

います。それから、うどんが安くて 190 円で食べら

れる。町中におしゃれなブティックがある。中国四国

の中で唯一のブランドショップが香川県にはある。そ

れだけ若い子たちが住んでいる。女性が魅力を感じる

街になっているから、心の中で「住んでいて、良い」

と思う面白い街であるのです。ただまだまだ生まれ変

わらなければいけない課題を私の中では感じているの

ですが、香川県も 15～ 16年関わりながらいろいろ

なことを一緒にやってきていて、日々変革を起こして

くれていると思います。

この社会の変化に追い付いて行くためには、これから

の社会で生きていく・働く子どもたちをどう街につな

ぎ止めることができるのか。ひいてはそれが「従来と

同じ教育内容で本当に良いのか」「上から一方的にブ

ラック校則で、俺たちの言うことだけ聞いていれば良

いのだと言って押さえつける教育で良いのか」「自分

たちで考える頭を持てる子どもたちを育てるのではな

いのか」という論点に通じるところがあるます。その

様な論点を解消していくことにより「学び」が変わっ

ていきます。

この学びの変わりについて文部科学省もきちんと教育

課程の変更で、いまから小・中・高の教育はかなり劇

的に変わって行きます。「個別最適化」といわれる一

人ひとりに向いた教育をどう提供していくのかが大事

です。私は中央教育審議会に 10年所属していて、大

学入試改革にも携わったのですが、やはり変化に対応

して、自ら課題を設定して、答のない問題に解を見出

すために他者と協動をする。実行・実現することがで

きる力を身に付けてほしいから大学に行かせる、大学

教育とはそういうことだと考えている。大学入試の志

願者の能力、意欲や適正を多面的総合的に評価してい

くことが重要ということが打ち出されたわけです。

新しい学力観としてこのようなことが示されていま

す。かつては十分な知識技能を習得していれば良かっ

たのです。そこに、「思考して判断力がついて、表現

できた方が良い」ということがプラスされて、これか

らの教育には、「主体的に関わり、多様性を認めつつ

協動していくことが大事なのだ」と。それは学校だけ

でできるのでしょうか。社会全体が一丸となって取り

組むことこそが次代を担う子どもたちを育てていくと

いうことにつながっていきます。

では、釧路で何ができるのか。教育委員会は、ここに

いるお歴々、素晴らしい皆さん、才能を持っていてい

ろいろな仕事をしている方たちを受け入れてくれるの

か。いまは受け入れないのです。教育関係者の方がい

たらごめんなさい、釧路は割と固いのです、固い。面

倒くさいのかな。本当は年間スケジュールの中で、素

晴らしい経営者の方に来ていただいて、いろいろなお

話をしていただくこと、体験をさせていただくことは

子どもたちにとってものすごい刺激になって、何を学

ぶかに気付くことにつながっていくので、東京城西

ロータリークラブのトップの方が杉並区の教育への理

解が深かったから首長とマッチングして、どんどんい

ろいろな展開ができたこともあります。でも皆さま、

諦めていたら釧路から若い人が消えてしまうじゃない

ですか。大学で外へ出たら戻って来ないじゃないです

か。

でも先ほど、ご挨拶をしていた方の話を聞いていて、

なるほど札幌へ出ていたけれど釧路へ戻って来た。そ

ういうことが大事なのです。「カムバックサーモン」、

釧路に魅力があって、戻って来て、いま釧路のロータ

リアンになっているということは、釧路に大きな貢献

をしているということですよね。そういう人材をわれ

われ・皆さん方とともにどう育てていくかということ

が大事なのです。

これからの学びの方向性はこのようになっています。

「何を知っているのか」「何ができるのか」「知ってい

ること、できることをどう使うのか」「どのようによ

り良く社会・世界と関わって、自分自身がつかみ取り、

いい人生を送るのか」「変化の中に生きる社会的存在

としての力を付けることが大事だ」と文部科学省は全

面的に打ち出しているわけです。なおかつ学習指導要

領、これは学びの基本で、打ち出されたものの方向性

で学校が動きます。

学校の学びは、将来につながっているのか。志望大学

へ合格するためだけの学びではない、そこから先が大

事なのです。皆さま方は十分な経験の下で、そう思っ

ています。いくら東京大学を出ても何の役にも立たな

い人たちも世の中にはいるわけです。

中卒だって、高卒だって、こんなに街のために貢献を

する事業を展開していることもある。仕事をすること

は、様々な可能性を秘めていることの方がより重要な

のです。生きる力をどう身に付けるのかが大事です。

だから人工知能がすごく進んでＩＴ化が進んでも、文

部科学省は言っています。「そうではないよ。人間の

学習だよ。人として自立して、人として魅力を増すこ

とが大事だよ」と。でも、親だけで、学校の先生だけ

が関わっていてもそれは育ちません。より多くの人が

関わり、より多くの方のお話を伺ったり、生きる姿を

見せていただいたり、お仕事の現場を見たり、「なる

ほど」と自分自身が心を揺さぶられることが大事なの

です。そうではない限り、自ら学びたいという主体的

な学びにならないです。だから体験を取り入れた教育

が必要なのだということで、『キャリア教育』という

言葉が一般に普及しだしたわけです。このようなこと

を繰り返し行っていくことの中で、体験・経験をして、

それでキャリアというものを考える。キャリアという

言葉は別にキャリア官僚でもキャリアウーマンを指す

言葉ではない、生きていくということです。キャリア

の元々の語源は、荷馬車を引いた後にできる『わだち』

を指してキャリアと言います。どう生きていくのかと

いう自分自身の指針、自分自身の進む道、それを自分

自身が考え続けることが『キャリア・生きていく』と

いうことです。

この写真は、皆さまのような方たちを学校にお呼びし

て、子どもたちがそれぞれの教室に分かれて授業をし

た後、最後にまたお礼を言っている。コロナの前だか

らこんなに密ができましたけれども、企業の方たちに

入っていただいて様々なことを行ったりもしていま

す。これからの学校教育は、実社会につなぐ企業のリ

ソースを活かす。学習意欲・習慣形成につなげる地域

ならではの故郷のアイデンティティーをどう確立する

のかが大切です。

私は、釧路をすごく魅力的な街だと思うのですが、釧

路の学校は、釧路湿原についても、今日午前中におじゃ

ました猛禽類医学研究所についても、いろいろな被害

にあって保護されている鳥たちが飼われている所です

けれど、そのことを学んだりもしない。マリモのこと

も見たことも聞いたこともない。「なんでやねん」と

いうところに置かれている。どうして教育と地元が離

れているのかすごく不思議なのです。

こうやって他者へ働きかけて、他者と協動して、外部

との相互作用を起こしていくことで子どもたちが気付

いていくことが大事なのです。子どもを中心に、学校

教育・家庭教育・社会教育を意識する中で、皆さま方

こそが社会教育の最前線にお立ちになっている方たち

です。そのような皆さんと学校をつないで地域のネッ

トワークを作ることがすごく大事なのです。

いま釧路ではまだ一般的ではないのですが、文部科学

省はコミュニティ・スクール（地域運営学校）という

ものを全国に推し進めようとしています。これの良さ

は、体験をしてみないと分からないのです。その体験

をしていくことの中から地域とともに学校経営をして

いくということは、子どもたちの次の段階に対しての

未来が開けていくことになります。

今日は、もう時間がないのでここを詳しくは言えない

のですが、これは日立製作所が入ってユニバーサルデ

ザインを行っているところです。これは野村総合研究

所さんと一緒にお店を経営することを授業で行ってい

ます。これはバンダイさんと一緒にエコについて学ん

でいるところです。このようなことを行いながら子ど

もが身近に体験することを通して、企業が伝えたいこ

とが、即ち学んでいることのベースにつながっていま

す。それが社会・地球すべてを良くしていくことにつ

ながっていくのだということを意識して、、一緒に行

うことによって子どもたちは確実に変わっていきま

す。

私が釧路と一緒にやりたいと思っていることは、非認

知能力を高めるというものです。学校で学んで成績が

付くことを認知能力と言います。認知能力を高めてい

くためには、非認知能力を高めていく必要がある。非

認知能力というものは、「やってみた」「成功した」「失

敗した」というものです。皆さま方は小さいころ、山

を登る。木の上に基地を作る等、子どもたち同士でい

ろいろな体験を積んできた、という方もたくさんいる

はずなのです。しかし、いまの子どもたちは何ひとつ

できません。全部危険だからと、禁止されています。

その割に、「ゲームばかりやっている」と大人は文句

を言います。そんな文句を言っている場合ではないの

です。「ゲームだけを学んで、何億円を稼げる人になっ

ていくか分からない」という社会がもうここに来てい

る。では、どのような体験をさせるのか。うんと小さ

いころには、体を使ってバランス感覚を整えながら自

分自身が解き放たれるようなことをしなければいけな

い。

この人は「非認知能力」というものを提唱した経済学

者さんです。この投影資料が必要な方は、送ってあり

ますのでもらっていただければいいと思います。ここ

にも書いてありますが、この『非認知の社会情緒的ス

キル』というものを伸ばしていくことが、将来チーム

で仕事をするとか、自分自身が誰にも頼らずに判断で

きるとか、そのようなところに結び付いていくことに

なっていきます。これを私は某企業と一緒に『アンク

ス・プロジェクト』と名付けています。

認知能力を伸ばすためには、非認知的能力を伸ばして

いくことが大事なのです。あまり身近に感じたことが

ないかもしれませんが、発達障がいといわれる「すご

くとがって、ものすごくいろいろなことができるのに、

ここだけ極端にできない」とか、「なぜここの判断が

付かないのか」ということが今かなりの確立で、いろ

いろな年齢層の中に存在しています。「なぜ、俺がこ

れだけ親切に教えてやったのに、どうしてこれだけ意

識ができないのだ」と思われた経験がある方もいるか

もしれません。しかし、それは決して社会の中で生き

ないわけではないのです。その方に対してどう対応し

ていくのかが一番問題で、そのようなことを一緒に判

断しながら学校教育の中で、それぞれの適正、個別最

適化という学びをし、子どもたちが力を付けて、それ

がいずれ社会・経済の発展・発達につながっていくと

思うと、より多くの大人が児童青少年の個性特性を理

解して、関わることの重要性がご理解いただけると思

います。

本当に短い時間だったので、今日は私からは以上です

が、また何かの機会がございましたら、もう少し長い

バージョンでいろいろなことを丁寧に話しますので、

そのような機会がありましたら、また聞いていただけ

たらと思います。

　本日は、お耳をお借りして、いろいろなお話を聞い

てくださってありがとうございました。失礼いたしま

す。

副会長謝辞

　　それでは、謝辞をさせていただきます。まずは、

生重様、本当に短い時間でグッと詰めてお話いただき

まして申し訳ございません。限られた時間で本当にあ

りがとうございます。

他地域のロータリー活動や釧路の人口減による衰退に

も危惧していただきまして、本当にドキッとするよう

なお言葉もいただきました。

その中で、いまも認知能力と非認知能力の言葉も含め

て、この街に住む私たちがこれからもここで生活をし

ていくわけですが、若い人が残るような街づくりをし

なければいけないというところでは、若い人が働きや

すい雇用も必要ですし、雇用の安定を心がけていけれ

ば、その先には私たちの会社が発展をします。そうす

ると街の発展に結びつく。グルグル回るものだと思い

ますが、やはりどれが欠けても困ることだと思います

ので、これからも私たちがロータリアンとして、また

一企業の経営者、もしくは重要な方々がたくさんい

らっしゃいますので、機会があれば若い人のお話を聞

いたりすることも必要だと思います。

また機会がございましたらこの続きのお話をお聞きで

きればと思いました。

本日は、本当に短い時間でありがとうございました。

会長の時間



 

■ 本日のプログラム ■

地域力を向上させるための子供たちの学力向上・キャリア教育

　　　　　　　　　　浅川　正紳副会長

　お食事中の方は、

そのままどうぞお

続けください。本

日、杉村会長が欠

席のため代行させ

ていただきます。

決して感染で１週

間休むという病気

でもありません。出張と聞いております。先ほど会社

に車があったような気がいたしますが、出張だと思い

ます。

もしかすると脇さんあたりから「いつも副会長は噛ん

でばかりいるから、会長はたまに休んで副会長に喋ら

せろ」という温かいお話というか悪魔のようなささや

きがあったのではないかとお伺いしておりますが、

しっかりと仕事をさせていただきたいと思います。

杉村会長に「何を話せば良いでしょうね」とお話をし

たら、「私もやりましたけれど、自己紹介をしたらど

うですか」と言われましたので、今更ですが自己紹介

をさせていただきたいと思います。

　浅川正紳と申します。昭和 40年２月 16日釧路に

生まれました。生まれた時は、今のパステルパーク（駐

車場）の出入口がある辺りに昔は『くろんぼ』という

喫茶店がありました。そこは祖父が開いた喫茶店です。

ネーミングは今の時代にはふさわしくない気がします

けれども、昭和 28年ぐらいに開店したと聞いていて、

釧路で３番目に古い喫茶店だったと思います。そこで

生まれた時は、私、母と父と祖父・祖母の５人が小さ

な喫茶店の２階で過ごしていたと聞いております。

　小さいころ、家が鶴ヶ岱に引っ越して、おばあちゃ

んの所に遊びに行くと、下の喫茶店からガラスの器に

乗ったアイスクリームやクリームソーダが飲めるので

「遊びに行きたい」とよくせがんでいました。しょっ

ちゅう「アイスクリームを食べたい」と言っている割

には、斜め向かいに石田さんの『笛園』があるので、

そこの「噴水のある喫茶店に行きたい」とか、子ども

にはゾウの鼻に似せた長い風船がもらえたので「ゾウ

さんの風船をもらいたい」とごねたと聞いております。

「自分の家が喫茶店やっているのにどうして行かなけ

ればいけないの」と祖母も思っていたらしいのですが、

孫の言うことですからやってくれたのだと思います。

城山小学校と東中学校へ進みました。そこの三役席の

５人のうち田内君は転勤族ですが、その他の４人が偶

然にも東中学校卒業です。この中にも東中学校を卒業

された方がたくさんいると思いますが、非常に厳しい

学校です。全校集会で並んでいる時、一番前で振り向

いている担任と目が合ったら、その場で「顔を動かす

な」と殴られるような厳しい学校だった覚えがありま

す。その反動がいま出ているのか、何か物事に沿いた

くない部分が少し自分の中にあるような気がいたしま

す。

高校、札幌の大学と進み、アルバイトで知り合った女

性が家内で 10年ぐらい遠距離恋愛をして結婚してい

ます。

　そうこうして、89年に釧路へ帰って来て、自分の

会社に入社をするのですが、父親に「何も街のことが

分からない。若者との接点がないのだから、何かに入

らなければいけない」と言われて、96年に青年会議

所に入会させていただきました。その翌年の 97年に

杉村君が入会してきます。その時はお互いほとんど話

すこともなく、いつもニコニコして元気な人が入って

きた程度しか交流はなかったのですが、96年に父親

が釧路クラブの会長を務めていたのかな、60周年だっ

たと思いますので会社にいない。私も青年会議所に

入っていて会社には親子でいないものですから社員は

大変苦労をしたのではないかと思っております。

そうこうしているうちに、2001 年、青年会議所には

委員会配属がありまして、その時に偶然、脇さんと杉

村会長と同じ委員会になり、そこに新入会員で得地君

もいました。いま思えばよくお会いする人たちとその

時に初めて会ったのだと。まさかその時は脇さんと会

長・幹事をやるということも、杉村会長と会長・副会

長、そして得地副幹事と一緒になるということも思っ

ていませんでしたけれども、それも何かの縁でお会い

できたと思っております。

そのような意味では、今日もこのように一緒にお昼を

食べながら過ごしている皆さんとの縁も、もしかした

ら数年後にすごいビッグビジネスのお付き合いをして

いるかもしれませんし、いろいろな出会いがあるのか

と思います。

また、最近のテレビなどを見ておりますと、非常に暗

い。コロナ感染がやっと終わったと思ったら世界情勢

のいろいろな映像を見て、毎日、ちょっとどうかなと

いう映像もあります。昨日は夜中に地震があって少々

不安もありましたが。でも、やはり一番は皆さんとたっ

た１時間ですが、一緒にお昼ご飯を食べながらの出会

い。これを１日１日、重要に思って過ごさなければい

けないとつくづく思いました。

どうして私がなかなかロータリーに入らなかったかを

お話をしたいところですが、ちょうどお時間になりま

したので、この続きは機会がございましたらご紹介を

させていただければと思います。

　本日は、１日どうぞよろしくお願いいたします。

転勤挨拶

日本生命保険相互会社道東支社

　　　　　　　　支社長　廣部　雅資君

　ただいま、ご紹介をいただきました日本生命の廣部

と申します。ロータリーには、２年前の７月からです

ので、２年満了とまでは行けませんでした。

以前に会長が、「地元の方は土の人、そして転勤族は

風の人」と。私が

ここで挨拶をさせ

ていただく時に「土

になりたい風の人

です」というよう

な自己紹介をした

ことがありますけ

れども、あっとい

う間の、コロナとともにやってまいりまして、コロナ

と共に去って行く。もう風どころか突風で終わったと

いうような２年間で、このロータリーに参加させてい

ただき、皆さんに良くしていただきまして、この道東

生活を本当に楽しく過ごすことができました。

徳島県に日本生命の支社長として転勤となりました。

また、海があって山がある土地に行かせていただくの

で、ぜひこの釧路

で学んだことを徳

島でも頑張ってい

きたいと思ってお

ります。

後任は、名古屋か

ら伊藤淳という者

がやってまいりますので、後任ともども日本生命をど

うぞ引き続きご愛顧いただきますようによろしくお願

いいたします。

本当に、２年間どうもありがとうございました。

プログラム委員会　木下　正明君

　皆さん、こんにちは。今日の講師は、生重幸恵先生

でございます。生重幸恵先生は、教育を改革して前向

きに良い日本をつくって行こうという先駆者的な方で

ございまして、各地でバケモノと言われております。

なんと言うか、すみません。現在は、子ども家庭庁の

野田聖子大臣のアドバイザーもお務めになっていて、

地域の発展のカギはやはり学力向上やキャリアアップ

などに通じると思いますので、皆さんも参考になるの

ではないかと思います。

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワー

ク理事長兼こども家庭庁大臣アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　生重　幸恵様

　ありがとうござ

います。与えられ

た時間が結構短い

ので。簡単に自己

紹介をします。

私は平成 14年に私

が居住している杉並区の学校教育をコーディネートす

るということで、５年間に亘って行政を上げて審議を

してきた中でできた仕組みの第１号で、「学校教育コー

ディネーター」に就任いたしました。

その時にとても理解を示してくださったのが城西ロー

タリークラブです。私が特にお世話になったのは大成

ユーレックのトップを務めていた方ですが、その方は

私たちの活動にすごく近しさを感じてくださって、自

分の城西ロータリー、それから親しくしているロータ

リアンに声をかけて、ロータリアンの学校教育への

コーディネートをその方がやってくださって、杉並区

を中心にロータリアンがいろいろな学校へ行って講義

をしたり、都立高校で職業講話をしたり、自分の体験

を語ったり、自分の会社の社員を連れて行き「このよ

うな仕事にはこのような価値があるよ」みたいなこと

を語ってくださる、とても意義のある「働くこと」「大

人の姿」を子どもたちとつないでくれたとても素晴ら

しい方で、いまも実は杉並区の学校で委員をしてくだ

さっています。

スライドのタイトルが少々難しかったのですが、私の

紹介は冒頭ありました通りなので割愛しますが。

20年に亘って文科省・厚労省・農水省などのいろい

ろな委員をやってきて、それで声がかかって、昨年か

ら野田さんから「大臣アドバイザー」にということで、

４名が選ばれ月に１回ズームで会議を実施していま

す。いまは国会中なので次は４月開催になりますが、

野田大臣といろいろ情報共有をして活動をしていま

す。

　時間がないで、ものすごく走りながら話します。

経営者の皆さま方なので、よくお分かりと思いますが、

日本は確実に変わって行かなければいけないし、変

わっている。コロナ禍で激変していることをご存じと

思います。。学校は IT 化され、タブレット PCを子ど

もたち全員が持って学習をする状況に既になっている

わけで、それができていないとしたならばかなり遅れ

ているということです。

実を言うと、アジアの中で日本はその面では本当に負

けています。立ち後れていると言っても過言ではない。

そして少子高齢化の進展、社会格差の増大、地域社会

と家族が変わってしまっている。産業構造・雇用の変

化がある。グローバル化が進展している。もう経営者

の皆さま方はよくお分かりのことだと思いますが、こ

れは地方だけの問題ではなく、アジア圏全体にこの問

題はあるのですが、今、日本の中でこの課題と真剣に

向き合っていかない限り、街というものが成立してい

かなくなると思っています。

これも 20年前から言われています。「今から 20年以

上後には、いまの子どもたちは、大学を卒業してもい

まは存在をしていない職業に付くことになる」と言わ

れている。おまけに私たちの生活の中も、これだけ

IT 化が進んでいるわけです。私と同じくらいの世代

の方は、駅では「ピッ」とやらなくても、人がいて、

カチャカチャとやってくれたでしょ。銀行も 30分も

40分も待って、書いた物で下ろしたり振り込んだり

したじゃないですか。いまは４桁「ピッピッピッ」と

やれば何でもできます。それだけ日常の身近なところ

に時代の変革は必ず自分が体感をするところに来てい

る。

これは、内閣府がホームページで示しています。これ

からは新たな社会、『society5.0』に入っていきます。

私たちはずっと時代をさかのぼって農耕から工業化社

会で、つい先日まではクラウドに情報を上げて、それ

を下ろしてきて自分たちで編集して、世の中の物事を

考え次の推移を読んで、展開をしていく。皆さま方が

まさしくそういうところの最前線にお立ちになってい

る方々ですよね。でも、いまからは、情報処理はすべ

てスーパーコンピューターがやってくれて、私たちは

それをどう活用していくかをいち早くどう解決するか

を考えなければいけない。おまけに環境問題、釧路は

海と山に囲まれていますから特に釧路湿原の問題もあ

りますし、日々いろいろ考えていることがあるでしょ

う。けれども、私たちの周りで取り組まなければいけ

ない SDGs もあります。これは、2030 年までに解決

しなければならず、どの事業体も、それから私たち一

人ひとりの人間もこれに向き合わなければいけないの

です。

まさしく、先ほどの城西ロータリーがやってくれたこ

とを、釧路ロータリーの方たちが学校へ行って、自分

たちの仕事の中にどう SDGs を活かしているのかを話

していただくだけでも、「なるほど、SDGs は身近な仕

事の中で、このように考えられて、私たち・僕たちが

生きていく社会を良くするために様々な工夫がこらさ

れている」ということがリアルな学びとして子どもた

ちに伝わることがとても大切ではないかと思っていま

す。

これまでの社会とこれからの社会。いまから求められ

る力というものは、「ドリルが解ける」「問題集が解け

る」「人よりもたくさん練習をしたら、難しい問題が

解けます」というここではないのです。自分で考えて、

自分たちで答えを見出して・果敢にチャレンジをする

人材です。そのような人材を育成しない限り私たちが

住んでいる街に未来が生まれない。

それは、学び続けられる人を育成していくことが重要

だというのが一番のポイントになっていく。そのため

には、「学校・教育委員会に教育はお任せだ」ではなく、

皆さま方のように社会の中で活躍している方たちが、

いかに「君たちみんなが学んでいることが未来につな

がるのか」を問いかけて、自分から答えを探していけ

るようなつながりを子どもたちと持っていくことが必

要です。小学校・中学校・高校・大学といろいろな形

でつながりを持っていただくことがとても重要なので

す。それが生涯に亘って学び続けられる。新しい仕事

を生み出していくことも、学び続けられて物事を考え

られる素地があるからであり、それは次を生み出して

いくことにつながっていく。

これは今回、釧路におじゃまをするにあたって釧路の

データをいろいろ見ました。唯一、１枚だけ入れて来

ました。こんなに人口が減っていくのですよ。釧路が

消滅しちゃうかもしれません。私は全国へ講演で訪問

しています。そこで感じるのは、若いお姉さんが魅力

を感じて住んでくれない街は、若い男が残らない街に

なるのです。

なるほどねと思います。香川県へ行った時に校長会の

研修で呼ばれたのですが、「なぜ香川は割と小さな街

で、元気があると思いますか」と校長先生たちに質問

をしたら、みんな首をひねるのです。香川はいたる所

におしゃれなカフェがあって、ちょっと小高い山の上

には素敵なカフェがあります。香川大学と一緒に開発

をした『太らないレアシュガー』というものがあって、

それを使っていろいろなデザートを生み出していま

す。もちろんそれはダイエットが主目的ではなく、糖

尿病など病気のために開発されたもので、希少糖と言

います。それから、うどんが安くて 190 円で食べら

れる。町中におしゃれなブティックがある。中国四国

の中で唯一のブランドショップが香川県にはある。そ

れだけ若い子たちが住んでいる。女性が魅力を感じる

街になっているから、心の中で「住んでいて、良い」

と思う面白い街であるのです。ただまだまだ生まれ変

わらなければいけない課題を私の中では感じているの

ですが、香川県も 15～ 16年関わりながらいろいろ

なことを一緒にやってきていて、日々変革を起こして

くれていると思います。

この社会の変化に追い付いて行くためには、これから

の社会で生きていく・働く子どもたちをどう街につな

ぎ止めることができるのか。ひいてはそれが「従来と

同じ教育内容で本当に良いのか」「上から一方的にブ

ラック校則で、俺たちの言うことだけ聞いていれば良

いのだと言って押さえつける教育で良いのか」「自分

たちで考える頭を持てる子どもたちを育てるのではな

いのか」という論点に通じるところがあるます。その

様な論点を解消していくことにより「学び」が変わっ

ていきます。

この学びの変わりについて文部科学省もきちんと教育

課程の変更で、いまから小・中・高の教育はかなり劇

的に変わって行きます。「個別最適化」といわれる一

人ひとりに向いた教育をどう提供していくのかが大事

です。私は中央教育審議会に 10年所属していて、大

学入試改革にも携わったのですが、やはり変化に対応

して、自ら課題を設定して、答のない問題に解を見出

すために他者と協動をする。実行・実現することがで

きる力を身に付けてほしいから大学に行かせる、大学

教育とはそういうことだと考えている。大学入試の志

願者の能力、意欲や適正を多面的総合的に評価してい

くことが重要ということが打ち出されたわけです。

新しい学力観としてこのようなことが示されていま

す。かつては十分な知識技能を習得していれば良かっ

たのです。そこに、「思考して判断力がついて、表現

できた方が良い」ということがプラスされて、これか

らの教育には、「主体的に関わり、多様性を認めつつ

協動していくことが大事なのだ」と。それは学校だけ

でできるのでしょうか。社会全体が一丸となって取り

組むことこそが次代を担う子どもたちを育てていくと

いうことにつながっていきます。

では、釧路で何ができるのか。教育委員会は、ここに

いるお歴々、素晴らしい皆さん、才能を持っていてい

ろいろな仕事をしている方たちを受け入れてくれるの

か。いまは受け入れないのです。教育関係者の方がい

たらごめんなさい、釧路は割と固いのです、固い。面

倒くさいのかな。本当は年間スケジュールの中で、素

晴らしい経営者の方に来ていただいて、いろいろなお

話をしていただくこと、体験をさせていただくことは

子どもたちにとってものすごい刺激になって、何を学

ぶかに気付くことにつながっていくので、東京城西

ロータリークラブのトップの方が杉並区の教育への理

解が深かったから首長とマッチングして、どんどんい

ろいろな展開ができたこともあります。でも皆さま、

諦めていたら釧路から若い人が消えてしまうじゃない

ですか。大学で外へ出たら戻って来ないじゃないです

か。

でも先ほど、ご挨拶をしていた方の話を聞いていて、

なるほど札幌へ出ていたけれど釧路へ戻って来た。そ

ういうことが大事なのです。「カムバックサーモン」、

釧路に魅力があって、戻って来て、いま釧路のロータ

リアンになっているということは、釧路に大きな貢献

をしているということですよね。そういう人材をわれ

われ・皆さん方とともにどう育てていくかということ

が大事なのです。

これからの学びの方向性はこのようになっています。

「何を知っているのか」「何ができるのか」「知ってい

ること、できることをどう使うのか」「どのようによ

り良く社会・世界と関わって、自分自身がつかみ取り、

いい人生を送るのか」「変化の中に生きる社会的存在

としての力を付けることが大事だ」と文部科学省は全

面的に打ち出しているわけです。なおかつ学習指導要

領、これは学びの基本で、打ち出されたものの方向性

で学校が動きます。

学校の学びは、将来につながっているのか。志望大学

へ合格するためだけの学びではない、そこから先が大

事なのです。皆さま方は十分な経験の下で、そう思っ

ています。いくら東京大学を出ても何の役にも立たな

い人たちも世の中にはいるわけです。

中卒だって、高卒だって、こんなに街のために貢献を

する事業を展開していることもある。仕事をすること

は、様々な可能性を秘めていることの方がより重要な

のです。生きる力をどう身に付けるのかが大事です。

だから人工知能がすごく進んでＩＴ化が進んでも、文

部科学省は言っています。「そうではないよ。人間の

学習だよ。人として自立して、人として魅力を増すこ

とが大事だよ」と。でも、親だけで、学校の先生だけ

が関わっていてもそれは育ちません。より多くの人が

関わり、より多くの方のお話を伺ったり、生きる姿を

見せていただいたり、お仕事の現場を見たり、「なる

ほど」と自分自身が心を揺さぶられることが大事なの

です。そうではない限り、自ら学びたいという主体的

な学びにならないです。だから体験を取り入れた教育

が必要なのだということで、『キャリア教育』という

言葉が一般に普及しだしたわけです。このようなこと

を繰り返し行っていくことの中で、体験・経験をして、

それでキャリアというものを考える。キャリアという

言葉は別にキャリア官僚でもキャリアウーマンを指す

言葉ではない、生きていくということです。キャリア

の元々の語源は、荷馬車を引いた後にできる『わだち』

を指してキャリアと言います。どう生きていくのかと

いう自分自身の指針、自分自身の進む道、それを自分

自身が考え続けることが『キャリア・生きていく』と

いうことです。

この写真は、皆さまのような方たちを学校にお呼びし

て、子どもたちがそれぞれの教室に分かれて授業をし

た後、最後にまたお礼を言っている。コロナの前だか

らこんなに密ができましたけれども、企業の方たちに

入っていただいて様々なことを行ったりもしていま

す。これからの学校教育は、実社会につなぐ企業のリ

ソースを活かす。学習意欲・習慣形成につなげる地域

ならではの故郷のアイデンティティーをどう確立する

のかが大切です。

私は、釧路をすごく魅力的な街だと思うのですが、釧

路の学校は、釧路湿原についても、今日午前中におじゃ

ました猛禽類医学研究所についても、いろいろな被害

にあって保護されている鳥たちが飼われている所です

けれど、そのことを学んだりもしない。マリモのこと

も見たことも聞いたこともない。「なんでやねん」と

いうところに置かれている。どうして教育と地元が離

れているのかすごく不思議なのです。

こうやって他者へ働きかけて、他者と協動して、外部

との相互作用を起こしていくことで子どもたちが気付

いていくことが大事なのです。子どもを中心に、学校

教育・家庭教育・社会教育を意識する中で、皆さま方

こそが社会教育の最前線にお立ちになっている方たち

です。そのような皆さんと学校をつないで地域のネッ

トワークを作ることがすごく大事なのです。

いま釧路ではまだ一般的ではないのですが、文部科学

省はコミュニティ・スクール（地域運営学校）という

ものを全国に推し進めようとしています。これの良さ

は、体験をしてみないと分からないのです。その体験

をしていくことの中から地域とともに学校経営をして

いくということは、子どもたちの次の段階に対しての

未来が開けていくことになります。

今日は、もう時間がないのでここを詳しくは言えない

のですが、これは日立製作所が入ってユニバーサルデ

ザインを行っているところです。これは野村総合研究

所さんと一緒にお店を経営することを授業で行ってい

ます。これはバンダイさんと一緒にエコについて学ん

でいるところです。このようなことを行いながら子ど

もが身近に体験することを通して、企業が伝えたいこ

とが、即ち学んでいることのベースにつながっていま

す。それが社会・地球すべてを良くしていくことにつ

ながっていくのだということを意識して、、一緒に行

うことによって子どもたちは確実に変わっていきま

す。

私が釧路と一緒にやりたいと思っていることは、非認

知能力を高めるというものです。学校で学んで成績が

付くことを認知能力と言います。認知能力を高めてい

くためには、非認知能力を高めていく必要がある。非

認知能力というものは、「やってみた」「成功した」「失

敗した」というものです。皆さま方は小さいころ、山

を登る。木の上に基地を作る等、子どもたち同士でい

ろいろな体験を積んできた、という方もたくさんいる

はずなのです。しかし、いまの子どもたちは何ひとつ

できません。全部危険だからと、禁止されています。

その割に、「ゲームばかりやっている」と大人は文句

を言います。そんな文句を言っている場合ではないの

です。「ゲームだけを学んで、何億円を稼げる人になっ

ていくか分からない」という社会がもうここに来てい

る。では、どのような体験をさせるのか。うんと小さ

いころには、体を使ってバランス感覚を整えながら自

分自身が解き放たれるようなことをしなければいけな

い。

この人は「非認知能力」というものを提唱した経済学

者さんです。この投影資料が必要な方は、送ってあり

ますのでもらっていただければいいと思います。ここ

にも書いてありますが、この『非認知の社会情緒的ス

キル』というものを伸ばしていくことが、将来チーム

で仕事をするとか、自分自身が誰にも頼らずに判断で

きるとか、そのようなところに結び付いていくことに

なっていきます。これを私は某企業と一緒に『アンク

ス・プロジェクト』と名付けています。

認知能力を伸ばすためには、非認知的能力を伸ばして

いくことが大事なのです。あまり身近に感じたことが

ないかもしれませんが、発達障がいといわれる「すご

くとがって、ものすごくいろいろなことができるのに、

ここだけ極端にできない」とか、「なぜここの判断が

付かないのか」ということが今かなりの確立で、いろ

いろな年齢層の中に存在しています。「なぜ、俺がこ

れだけ親切に教えてやったのに、どうしてこれだけ意

識ができないのだ」と思われた経験がある方もいるか

もしれません。しかし、それは決して社会の中で生き

ないわけではないのです。その方に対してどう対応し

ていくのかが一番問題で、そのようなことを一緒に判

断しながら学校教育の中で、それぞれの適正、個別最

適化という学びをし、子どもたちが力を付けて、それ

がいずれ社会・経済の発展・発達につながっていくと

思うと、より多くの大人が児童青少年の個性特性を理

解して、関わることの重要性がご理解いただけると思

います。

本当に短い時間だったので、今日は私からは以上です

が、また何かの機会がございましたら、もう少し長い

バージョンでいろいろなことを丁寧に話しますので、

そのような機会がありましたら、また聞いていただけ

たらと思います。

　本日は、お耳をお借りして、いろいろなお話を聞い

てくださってありがとうございました。失礼いたしま

す。

副会長謝辞

　　それでは、謝辞をさせていただきます。まずは、

生重様、本当に短い時間でグッと詰めてお話いただき

まして申し訳ございません。限られた時間で本当にあ

りがとうございます。

他地域のロータリー活動や釧路の人口減による衰退に

も危惧していただきまして、本当にドキッとするよう

なお言葉もいただきました。

その中で、いまも認知能力と非認知能力の言葉も含め

て、この街に住む私たちがこれからもここで生活をし

ていくわけですが、若い人が残るような街づくりをし

なければいけないというところでは、若い人が働きや

すい雇用も必要ですし、雇用の安定を心がけていけれ

ば、その先には私たちの会社が発展をします。そうす

ると街の発展に結びつく。グルグル回るものだと思い

ますが、やはりどれが欠けても困ることだと思います

ので、これからも私たちがロータリアンとして、また

一企業の経営者、もしくは重要な方々がたくさんい

らっしゃいますので、機会があれば若い人のお話を聞

いたりすることも必要だと思います。

また機会がございましたらこの続きのお話をお聞きで

きればと思いました。

本日は、本当に短い時間でありがとうございました。



 

　　　　　　　　　　浅川　正紳副会長

　お食事中の方は、

そのままどうぞお

続けください。本

日、杉村会長が欠

席のため代行させ

ていただきます。

決して感染で１週

間休むという病気

でもありません。出張と聞いております。先ほど会社

に車があったような気がいたしますが、出張だと思い

ます。

もしかすると脇さんあたりから「いつも副会長は噛ん

でばかりいるから、会長はたまに休んで副会長に喋ら

せろ」という温かいお話というか悪魔のようなささや

きがあったのではないかとお伺いしておりますが、

しっかりと仕事をさせていただきたいと思います。

杉村会長に「何を話せば良いでしょうね」とお話をし

たら、「私もやりましたけれど、自己紹介をしたらど

うですか」と言われましたので、今更ですが自己紹介

をさせていただきたいと思います。

　浅川正紳と申します。昭和 40年２月 16日釧路に

生まれました。生まれた時は、今のパステルパーク（駐

車場）の出入口がある辺りに昔は『くろんぼ』という

喫茶店がありました。そこは祖父が開いた喫茶店です。

ネーミングは今の時代にはふさわしくない気がします

けれども、昭和 28年ぐらいに開店したと聞いていて、

釧路で３番目に古い喫茶店だったと思います。そこで

生まれた時は、私、母と父と祖父・祖母の５人が小さ

な喫茶店の２階で過ごしていたと聞いております。

　小さいころ、家が鶴ヶ岱に引っ越して、おばあちゃ

んの所に遊びに行くと、下の喫茶店からガラスの器に

乗ったアイスクリームやクリームソーダが飲めるので

「遊びに行きたい」とよくせがんでいました。しょっ

ちゅう「アイスクリームを食べたい」と言っている割

には、斜め向かいに石田さんの『笛園』があるので、

そこの「噴水のある喫茶店に行きたい」とか、子ども

にはゾウの鼻に似せた長い風船がもらえたので「ゾウ

さんの風船をもらいたい」とごねたと聞いております。

「自分の家が喫茶店やっているのにどうして行かなけ

ればいけないの」と祖母も思っていたらしいのですが、

孫の言うことですからやってくれたのだと思います。

城山小学校と東中学校へ進みました。そこの三役席の

５人のうち田内君は転勤族ですが、その他の４人が偶

然にも東中学校卒業です。この中にも東中学校を卒業

された方がたくさんいると思いますが、非常に厳しい

学校です。全校集会で並んでいる時、一番前で振り向

いている担任と目が合ったら、その場で「顔を動かす

な」と殴られるような厳しい学校だった覚えがありま

す。その反動がいま出ているのか、何か物事に沿いた

くない部分が少し自分の中にあるような気がいたしま

す。

高校、札幌の大学と進み、アルバイトで知り合った女

性が家内で 10年ぐらい遠距離恋愛をして結婚してい

ます。

　そうこうして、89年に釧路へ帰って来て、自分の

会社に入社をするのですが、父親に「何も街のことが

分からない。若者との接点がないのだから、何かに入

らなければいけない」と言われて、96年に青年会議

所に入会させていただきました。その翌年の 97年に

杉村君が入会してきます。その時はお互いほとんど話

すこともなく、いつもニコニコして元気な人が入って

きた程度しか交流はなかったのですが、96年に父親

が釧路クラブの会長を務めていたのかな、60周年だっ

たと思いますので会社にいない。私も青年会議所に

入っていて会社には親子でいないものですから社員は

大変苦労をしたのではないかと思っております。

そうこうしているうちに、2001 年、青年会議所には

委員会配属がありまして、その時に偶然、脇さんと杉

村会長と同じ委員会になり、そこに新入会員で得地君

もいました。いま思えばよくお会いする人たちとその

時に初めて会ったのだと。まさかその時は脇さんと会

長・幹事をやるということも、杉村会長と会長・副会

長、そして得地副幹事と一緒になるということも思っ

ていませんでしたけれども、それも何かの縁でお会い

できたと思っております。

そのような意味では、今日もこのように一緒にお昼を

食べながら過ごしている皆さんとの縁も、もしかした

ら数年後にすごいビッグビジネスのお付き合いをして

いるかもしれませんし、いろいろな出会いがあるのか

と思います。

また、最近のテレビなどを見ておりますと、非常に暗

い。コロナ感染がやっと終わったと思ったら世界情勢

のいろいろな映像を見て、毎日、ちょっとどうかなと

いう映像もあります。昨日は夜中に地震があって少々

不安もありましたが。でも、やはり一番は皆さんとたっ

た１時間ですが、一緒にお昼ご飯を食べながらの出会

い。これを１日１日、重要に思って過ごさなければい

けないとつくづく思いました。

どうして私がなかなかロータリーに入らなかったかを

お話をしたいところですが、ちょうどお時間になりま

したので、この続きは機会がございましたらご紹介を

させていただければと思います。

　本日は、１日どうぞよろしくお願いいたします。

転勤挨拶

日本生命保険相互会社道東支社

　　　　　　　　支社長　廣部　雅資君

　ただいま、ご紹介をいただきました日本生命の廣部

と申します。ロータリーには、２年前の７月からです

ので、２年満了とまでは行けませんでした。

以前に会長が、「地元の方は土の人、そして転勤族は

風の人」と。私が

ここで挨拶をさせ

ていただく時に「土

になりたい風の人

です」というよう

な自己紹介をした

ことがありますけ

れども、あっとい

う間の、コロナとともにやってまいりまして、コロナ

と共に去って行く。もう風どころか突風で終わったと

いうような２年間で、このロータリーに参加させてい

ただき、皆さんに良くしていただきまして、この道東

生活を本当に楽しく過ごすことができました。

徳島県に日本生命の支社長として転勤となりました。

また、海があって山がある土地に行かせていただくの

で、ぜひこの釧路

で学んだことを徳

島でも頑張ってい

きたいと思ってお

ります。

後任は、名古屋か

ら伊藤淳という者

がやってまいりますので、後任ともども日本生命をど

うぞ引き続きご愛顧いただきますようによろしくお願

いいたします。

本当に、２年間どうもありがとうございました。

プログラム委員会　木下　正明君

　皆さん、こんにちは。今日の講師は、生重幸恵先生

でございます。生重幸恵先生は、教育を改革して前向

きに良い日本をつくって行こうという先駆者的な方で

ございまして、各地でバケモノと言われております。

なんと言うか、すみません。現在は、子ども家庭庁の

野田聖子大臣のアドバイザーもお務めになっていて、

地域の発展のカギはやはり学力向上やキャリアアップ

などに通じると思いますので、皆さんも参考になるの

ではないかと思います。

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワー

ク理事長兼こども家庭庁大臣アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　生重　幸恵様

　ありがとうござ

います。与えられ

た時間が結構短い

ので。簡単に自己

紹介をします。

私は平成 14年に私

が居住している杉並区の学校教育をコーディネートす

るということで、５年間に亘って行政を上げて審議を

してきた中でできた仕組みの第１号で、「学校教育コー

ディネーター」に就任いたしました。

その時にとても理解を示してくださったのが城西ロー

タリークラブです。私が特にお世話になったのは大成

ユーレックのトップを務めていた方ですが、その方は

私たちの活動にすごく近しさを感じてくださって、自

分の城西ロータリー、それから親しくしているロータ

リアンに声をかけて、ロータリアンの学校教育への

コーディネートをその方がやってくださって、杉並区

を中心にロータリアンがいろいろな学校へ行って講義

をしたり、都立高校で職業講話をしたり、自分の体験

を語ったり、自分の会社の社員を連れて行き「このよ

うな仕事にはこのような価値があるよ」みたいなこと

を語ってくださる、とても意義のある「働くこと」「大

人の姿」を子どもたちとつないでくれたとても素晴ら

しい方で、いまも実は杉並区の学校で委員をしてくだ

さっています。

スライドのタイトルが少々難しかったのですが、私の

紹介は冒頭ありました通りなので割愛しますが。

20年に亘って文科省・厚労省・農水省などのいろい

ろな委員をやってきて、それで声がかかって、昨年か

ら野田さんから「大臣アドバイザー」にということで、

４名が選ばれ月に１回ズームで会議を実施していま

す。いまは国会中なので次は４月開催になりますが、

野田大臣といろいろ情報共有をして活動をしていま

す。

　時間がないで、ものすごく走りながら話します。

経営者の皆さま方なので、よくお分かりと思いますが、

日本は確実に変わって行かなければいけないし、変

わっている。コロナ禍で激変していることをご存じと

思います。。学校は IT 化され、タブレット PCを子ど

もたち全員が持って学習をする状況に既になっている

わけで、それができていないとしたならばかなり遅れ

ているということです。

実を言うと、アジアの中で日本はその面では本当に負

けています。立ち後れていると言っても過言ではない。

そして少子高齢化の進展、社会格差の増大、地域社会

と家族が変わってしまっている。産業構造・雇用の変

化がある。グローバル化が進展している。もう経営者

の皆さま方はよくお分かりのことだと思いますが、こ

れは地方だけの問題ではなく、アジア圏全体にこの問

題はあるのですが、今、日本の中でこの課題と真剣に

向き合っていかない限り、街というものが成立してい

かなくなると思っています。

これも 20年前から言われています。「今から 20年以

上後には、いまの子どもたちは、大学を卒業してもい

まは存在をしていない職業に付くことになる」と言わ

れている。おまけに私たちの生活の中も、これだけ

IT 化が進んでいるわけです。私と同じくらいの世代

の方は、駅では「ピッ」とやらなくても、人がいて、

カチャカチャとやってくれたでしょ。銀行も 30分も

40分も待って、書いた物で下ろしたり振り込んだり

したじゃないですか。いまは４桁「ピッピッピッ」と

やれば何でもできます。それだけ日常の身近なところ

に時代の変革は必ず自分が体感をするところに来てい

る。

これは、内閣府がホームページで示しています。これ

からは新たな社会、『society5.0』に入っていきます。

私たちはずっと時代をさかのぼって農耕から工業化社

会で、つい先日まではクラウドに情報を上げて、それ

を下ろしてきて自分たちで編集して、世の中の物事を

考え次の推移を読んで、展開をしていく。皆さま方が

まさしくそういうところの最前線にお立ちになってい

る方々ですよね。でも、いまからは、情報処理はすべ

てスーパーコンピューターがやってくれて、私たちは

それをどう活用していくかをいち早くどう解決するか

を考えなければいけない。おまけに環境問題、釧路は

海と山に囲まれていますから特に釧路湿原の問題もあ

りますし、日々いろいろ考えていることがあるでしょ

う。けれども、私たちの周りで取り組まなければいけ

ない SDGs もあります。これは、2030 年までに解決

しなければならず、どの事業体も、それから私たち一

人ひとりの人間もこれに向き合わなければいけないの

です。

まさしく、先ほどの城西ロータリーがやってくれたこ

とを、釧路ロータリーの方たちが学校へ行って、自分

たちの仕事の中にどう SDGs を活かしているのかを話

していただくだけでも、「なるほど、SDGs は身近な仕

事の中で、このように考えられて、私たち・僕たちが

生きていく社会を良くするために様々な工夫がこらさ

れている」ということがリアルな学びとして子どもた

ちに伝わることがとても大切ではないかと思っていま

す。

これまでの社会とこれからの社会。いまから求められ

る力というものは、「ドリルが解ける」「問題集が解け

る」「人よりもたくさん練習をしたら、難しい問題が

解けます」というここではないのです。自分で考えて、

自分たちで答えを見出して・果敢にチャレンジをする

人材です。そのような人材を育成しない限り私たちが

住んでいる街に未来が生まれない。

それは、学び続けられる人を育成していくことが重要

だというのが一番のポイントになっていく。そのため

には、「学校・教育委員会に教育はお任せだ」ではなく、

皆さま方のように社会の中で活躍している方たちが、

いかに「君たちみんなが学んでいることが未来につな

がるのか」を問いかけて、自分から答えを探していけ

るようなつながりを子どもたちと持っていくことが必

要です。小学校・中学校・高校・大学といろいろな形

でつながりを持っていただくことがとても重要なので

す。それが生涯に亘って学び続けられる。新しい仕事

を生み出していくことも、学び続けられて物事を考え

られる素地があるからであり、それは次を生み出して

いくことにつながっていく。

これは今回、釧路におじゃまをするにあたって釧路の

データをいろいろ見ました。唯一、１枚だけ入れて来

ました。こんなに人口が減っていくのですよ。釧路が

消滅しちゃうかもしれません。私は全国へ講演で訪問

しています。そこで感じるのは、若いお姉さんが魅力

を感じて住んでくれない街は、若い男が残らない街に

なるのです。

なるほどねと思います。香川県へ行った時に校長会の

研修で呼ばれたのですが、「なぜ香川は割と小さな街

で、元気があると思いますか」と校長先生たちに質問

をしたら、みんな首をひねるのです。香川はいたる所

におしゃれなカフェがあって、ちょっと小高い山の上

には素敵なカフェがあります。香川大学と一緒に開発

をした『太らないレアシュガー』というものがあって、

それを使っていろいろなデザートを生み出していま

す。もちろんそれはダイエットが主目的ではなく、糖

尿病など病気のために開発されたもので、希少糖と言

います。それから、うどんが安くて 190 円で食べら

れる。町中におしゃれなブティックがある。中国四国

の中で唯一のブランドショップが香川県にはある。そ

れだけ若い子たちが住んでいる。女性が魅力を感じる

街になっているから、心の中で「住んでいて、良い」

と思う面白い街であるのです。ただまだまだ生まれ変

わらなければいけない課題を私の中では感じているの

ですが、香川県も 15～ 16年関わりながらいろいろ

なことを一緒にやってきていて、日々変革を起こして

くれていると思います。

この社会の変化に追い付いて行くためには、これから

の社会で生きていく・働く子どもたちをどう街につな

ぎ止めることができるのか。ひいてはそれが「従来と

同じ教育内容で本当に良いのか」「上から一方的にブ

ラック校則で、俺たちの言うことだけ聞いていれば良

いのだと言って押さえつける教育で良いのか」「自分

たちで考える頭を持てる子どもたちを育てるのではな

いのか」という論点に通じるところがあるます。その

様な論点を解消していくことにより「学び」が変わっ

ていきます。

この学びの変わりについて文部科学省もきちんと教育

課程の変更で、いまから小・中・高の教育はかなり劇

的に変わって行きます。「個別最適化」といわれる一

人ひとりに向いた教育をどう提供していくのかが大事

です。私は中央教育審議会に 10年所属していて、大

学入試改革にも携わったのですが、やはり変化に対応

して、自ら課題を設定して、答のない問題に解を見出

すために他者と協動をする。実行・実現することがで

きる力を身に付けてほしいから大学に行かせる、大学

教育とはそういうことだと考えている。大学入試の志

願者の能力、意欲や適正を多面的総合的に評価してい

くことが重要ということが打ち出されたわけです。

新しい学力観としてこのようなことが示されていま

す。かつては十分な知識技能を習得していれば良かっ

たのです。そこに、「思考して判断力がついて、表現

できた方が良い」ということがプラスされて、これか

らの教育には、「主体的に関わり、多様性を認めつつ

協動していくことが大事なのだ」と。それは学校だけ

でできるのでしょうか。社会全体が一丸となって取り

組むことこそが次代を担う子どもたちを育てていくと

いうことにつながっていきます。

では、釧路で何ができるのか。教育委員会は、ここに

いるお歴々、素晴らしい皆さん、才能を持っていてい

ろいろな仕事をしている方たちを受け入れてくれるの

か。いまは受け入れないのです。教育関係者の方がい

たらごめんなさい、釧路は割と固いのです、固い。面

倒くさいのかな。本当は年間スケジュールの中で、素

晴らしい経営者の方に来ていただいて、いろいろなお

話をしていただくこと、体験をさせていただくことは

子どもたちにとってものすごい刺激になって、何を学

ぶかに気付くことにつながっていくので、東京城西

ロータリークラブのトップの方が杉並区の教育への理

解が深かったから首長とマッチングして、どんどんい

ろいろな展開ができたこともあります。でも皆さま、

諦めていたら釧路から若い人が消えてしまうじゃない

ですか。大学で外へ出たら戻って来ないじゃないです

か。

でも先ほど、ご挨拶をしていた方の話を聞いていて、

なるほど札幌へ出ていたけれど釧路へ戻って来た。そ

ういうことが大事なのです。「カムバックサーモン」、

釧路に魅力があって、戻って来て、いま釧路のロータ

リアンになっているということは、釧路に大きな貢献

をしているということですよね。そういう人材をわれ

われ・皆さん方とともにどう育てていくかということ

が大事なのです。

これからの学びの方向性はこのようになっています。

「何を知っているのか」「何ができるのか」「知ってい

ること、できることをどう使うのか」「どのようによ

り良く社会・世界と関わって、自分自身がつかみ取り、

いい人生を送るのか」「変化の中に生きる社会的存在

としての力を付けることが大事だ」と文部科学省は全

面的に打ち出しているわけです。なおかつ学習指導要

領、これは学びの基本で、打ち出されたものの方向性

で学校が動きます。

学校の学びは、将来につながっているのか。志望大学

へ合格するためだけの学びではない、そこから先が大

事なのです。皆さま方は十分な経験の下で、そう思っ

ています。いくら東京大学を出ても何の役にも立たな

い人たちも世の中にはいるわけです。

中卒だって、高卒だって、こんなに街のために貢献を

する事業を展開していることもある。仕事をすること

は、様々な可能性を秘めていることの方がより重要な

のです。生きる力をどう身に付けるのかが大事です。

だから人工知能がすごく進んでＩＴ化が進んでも、文

部科学省は言っています。「そうではないよ。人間の

学習だよ。人として自立して、人として魅力を増すこ

とが大事だよ」と。でも、親だけで、学校の先生だけ

が関わっていてもそれは育ちません。より多くの人が

関わり、より多くの方のお話を伺ったり、生きる姿を

見せていただいたり、お仕事の現場を見たり、「なる

ほど」と自分自身が心を揺さぶられることが大事なの

です。そうではない限り、自ら学びたいという主体的

な学びにならないです。だから体験を取り入れた教育

が必要なのだということで、『キャリア教育』という

言葉が一般に普及しだしたわけです。このようなこと

を繰り返し行っていくことの中で、体験・経験をして、

それでキャリアというものを考える。キャリアという

言葉は別にキャリア官僚でもキャリアウーマンを指す

言葉ではない、生きていくということです。キャリア

の元々の語源は、荷馬車を引いた後にできる『わだち』

を指してキャリアと言います。どう生きていくのかと

いう自分自身の指針、自分自身の進む道、それを自分

自身が考え続けることが『キャリア・生きていく』と

いうことです。

この写真は、皆さまのような方たちを学校にお呼びし

て、子どもたちがそれぞれの教室に分かれて授業をし

た後、最後にまたお礼を言っている。コロナの前だか

らこんなに密ができましたけれども、企業の方たちに

入っていただいて様々なことを行ったりもしていま

す。これからの学校教育は、実社会につなぐ企業のリ

ソースを活かす。学習意欲・習慣形成につなげる地域

ならではの故郷のアイデンティティーをどう確立する

のかが大切です。

私は、釧路をすごく魅力的な街だと思うのですが、釧

路の学校は、釧路湿原についても、今日午前中におじゃ

ました猛禽類医学研究所についても、いろいろな被害

にあって保護されている鳥たちが飼われている所です

けれど、そのことを学んだりもしない。マリモのこと

も見たことも聞いたこともない。「なんでやねん」と

いうところに置かれている。どうして教育と地元が離

れているのかすごく不思議なのです。

こうやって他者へ働きかけて、他者と協動して、外部

との相互作用を起こしていくことで子どもたちが気付

いていくことが大事なのです。子どもを中心に、学校

教育・家庭教育・社会教育を意識する中で、皆さま方

こそが社会教育の最前線にお立ちになっている方たち

です。そのような皆さんと学校をつないで地域のネッ

トワークを作ることがすごく大事なのです。

いま釧路ではまだ一般的ではないのですが、文部科学

省はコミュニティ・スクール（地域運営学校）という

ものを全国に推し進めようとしています。これの良さ

は、体験をしてみないと分からないのです。その体験

をしていくことの中から地域とともに学校経営をして

いくということは、子どもたちの次の段階に対しての

未来が開けていくことになります。

今日は、もう時間がないのでここを詳しくは言えない

のですが、これは日立製作所が入ってユニバーサルデ

ザインを行っているところです。これは野村総合研究

所さんと一緒にお店を経営することを授業で行ってい

ます。これはバンダイさんと一緒にエコについて学ん

でいるところです。このようなことを行いながら子ど

もが身近に体験することを通して、企業が伝えたいこ

とが、即ち学んでいることのベースにつながっていま

す。それが社会・地球すべてを良くしていくことにつ

ながっていくのだということを意識して、、一緒に行

うことによって子どもたちは確実に変わっていきま

す。

私が釧路と一緒にやりたいと思っていることは、非認

知能力を高めるというものです。学校で学んで成績が

付くことを認知能力と言います。認知能力を高めてい

くためには、非認知能力を高めていく必要がある。非

認知能力というものは、「やってみた」「成功した」「失

敗した」というものです。皆さま方は小さいころ、山

を登る。木の上に基地を作る等、子どもたち同士でい

ろいろな体験を積んできた、という方もたくさんいる

はずなのです。しかし、いまの子どもたちは何ひとつ

できません。全部危険だからと、禁止されています。

その割に、「ゲームばかりやっている」と大人は文句

を言います。そんな文句を言っている場合ではないの

です。「ゲームだけを学んで、何億円を稼げる人になっ

ていくか分からない」という社会がもうここに来てい

る。では、どのような体験をさせるのか。うんと小さ

いころには、体を使ってバランス感覚を整えながら自

分自身が解き放たれるようなことをしなければいけな

い。

この人は「非認知能力」というものを提唱した経済学

者さんです。この投影資料が必要な方は、送ってあり

ますのでもらっていただければいいと思います。ここ

にも書いてありますが、この『非認知の社会情緒的ス

キル』というものを伸ばしていくことが、将来チーム

で仕事をするとか、自分自身が誰にも頼らずに判断で

きるとか、そのようなところに結び付いていくことに

なっていきます。これを私は某企業と一緒に『アンク

ス・プロジェクト』と名付けています。

認知能力を伸ばすためには、非認知的能力を伸ばして

いくことが大事なのです。あまり身近に感じたことが

ないかもしれませんが、発達障がいといわれる「すご

くとがって、ものすごくいろいろなことができるのに、

ここだけ極端にできない」とか、「なぜここの判断が

付かないのか」ということが今かなりの確立で、いろ

いろな年齢層の中に存在しています。「なぜ、俺がこ

れだけ親切に教えてやったのに、どうしてこれだけ意

識ができないのだ」と思われた経験がある方もいるか

もしれません。しかし、それは決して社会の中で生き

ないわけではないのです。その方に対してどう対応し

ていくのかが一番問題で、そのようなことを一緒に判

断しながら学校教育の中で、それぞれの適正、個別最

適化という学びをし、子どもたちが力を付けて、それ

がいずれ社会・経済の発展・発達につながっていくと

思うと、より多くの大人が児童青少年の個性特性を理

解して、関わることの重要性がご理解いただけると思

います。

本当に短い時間だったので、今日は私からは以上です

が、また何かの機会がございましたら、もう少し長い

バージョンでいろいろなことを丁寧に話しますので、

そのような機会がありましたら、また聞いていただけ

たらと思います。

　本日は、お耳をお借りして、いろいろなお話を聞い

てくださってありがとうございました。失礼いたしま

す。

副会長謝辞

　　それでは、謝辞をさせていただきます。まずは、

生重様、本当に短い時間でグッと詰めてお話いただき

まして申し訳ございません。限られた時間で本当にあ

りがとうございます。

他地域のロータリー活動や釧路の人口減による衰退に

も危惧していただきまして、本当にドキッとするよう

なお言葉もいただきました。

その中で、いまも認知能力と非認知能力の言葉も含め

て、この街に住む私たちがこれからもここで生活をし

ていくわけですが、若い人が残るような街づくりをし

なければいけないというところでは、若い人が働きや

すい雇用も必要ですし、雇用の安定を心がけていけれ

ば、その先には私たちの会社が発展をします。そうす

ると街の発展に結びつく。グルグル回るものだと思い

ますが、やはりどれが欠けても困ることだと思います

ので、これからも私たちがロータリアンとして、また

一企業の経営者、もしくは重要な方々がたくさんい

らっしゃいますので、機会があれば若い人のお話を聞

いたりすることも必要だと思います。

また機会がございましたらこの続きのお話をお聞きで

きればと思いました。

本日は、本当に短い時間でありがとうございました。



 

　　　　　　　　　　浅川　正紳副会長

　お食事中の方は、

そのままどうぞお

続けください。本

日、杉村会長が欠

席のため代行させ

ていただきます。

決して感染で１週

間休むという病気

でもありません。出張と聞いております。先ほど会社

に車があったような気がいたしますが、出張だと思い

ます。

もしかすると脇さんあたりから「いつも副会長は噛ん

でばかりいるから、会長はたまに休んで副会長に喋ら

せろ」という温かいお話というか悪魔のようなささや

きがあったのではないかとお伺いしておりますが、

しっかりと仕事をさせていただきたいと思います。

杉村会長に「何を話せば良いでしょうね」とお話をし

たら、「私もやりましたけれど、自己紹介をしたらど

うですか」と言われましたので、今更ですが自己紹介

をさせていただきたいと思います。

　浅川正紳と申します。昭和 40年２月 16日釧路に

生まれました。生まれた時は、今のパステルパーク（駐

車場）の出入口がある辺りに昔は『くろんぼ』という

喫茶店がありました。そこは祖父が開いた喫茶店です。

ネーミングは今の時代にはふさわしくない気がします

けれども、昭和 28年ぐらいに開店したと聞いていて、

釧路で３番目に古い喫茶店だったと思います。そこで

生まれた時は、私、母と父と祖父・祖母の５人が小さ

な喫茶店の２階で過ごしていたと聞いております。

　小さいころ、家が鶴ヶ岱に引っ越して、おばあちゃ

んの所に遊びに行くと、下の喫茶店からガラスの器に

乗ったアイスクリームやクリームソーダが飲めるので

「遊びに行きたい」とよくせがんでいました。しょっ

ちゅう「アイスクリームを食べたい」と言っている割

には、斜め向かいに石田さんの『笛園』があるので、

そこの「噴水のある喫茶店に行きたい」とか、子ども

にはゾウの鼻に似せた長い風船がもらえたので「ゾウ

さんの風船をもらいたい」とごねたと聞いております。

「自分の家が喫茶店やっているのにどうして行かなけ

ればいけないの」と祖母も思っていたらしいのですが、

孫の言うことですからやってくれたのだと思います。

城山小学校と東中学校へ進みました。そこの三役席の

５人のうち田内君は転勤族ですが、その他の４人が偶

然にも東中学校卒業です。この中にも東中学校を卒業

された方がたくさんいると思いますが、非常に厳しい

学校です。全校集会で並んでいる時、一番前で振り向

いている担任と目が合ったら、その場で「顔を動かす

な」と殴られるような厳しい学校だった覚えがありま

す。その反動がいま出ているのか、何か物事に沿いた

くない部分が少し自分の中にあるような気がいたしま

す。

高校、札幌の大学と進み、アルバイトで知り合った女

性が家内で 10年ぐらい遠距離恋愛をして結婚してい

ます。

　そうこうして、89年に釧路へ帰って来て、自分の

会社に入社をするのですが、父親に「何も街のことが

分からない。若者との接点がないのだから、何かに入

らなければいけない」と言われて、96年に青年会議

所に入会させていただきました。その翌年の 97年に

杉村君が入会してきます。その時はお互いほとんど話

すこともなく、いつもニコニコして元気な人が入って

きた程度しか交流はなかったのですが、96年に父親

が釧路クラブの会長を務めていたのかな、60周年だっ

たと思いますので会社にいない。私も青年会議所に

入っていて会社には親子でいないものですから社員は

大変苦労をしたのではないかと思っております。

そうこうしているうちに、2001 年、青年会議所には

委員会配属がありまして、その時に偶然、脇さんと杉

村会長と同じ委員会になり、そこに新入会員で得地君

もいました。いま思えばよくお会いする人たちとその

時に初めて会ったのだと。まさかその時は脇さんと会

長・幹事をやるということも、杉村会長と会長・副会

長、そして得地副幹事と一緒になるということも思っ

ていませんでしたけれども、それも何かの縁でお会い

できたと思っております。

そのような意味では、今日もこのように一緒にお昼を

食べながら過ごしている皆さんとの縁も、もしかした

ら数年後にすごいビッグビジネスのお付き合いをして

いるかもしれませんし、いろいろな出会いがあるのか

と思います。

また、最近のテレビなどを見ておりますと、非常に暗

い。コロナ感染がやっと終わったと思ったら世界情勢

のいろいろな映像を見て、毎日、ちょっとどうかなと

いう映像もあります。昨日は夜中に地震があって少々

不安もありましたが。でも、やはり一番は皆さんとたっ

た１時間ですが、一緒にお昼ご飯を食べながらの出会

い。これを１日１日、重要に思って過ごさなければい

けないとつくづく思いました。

どうして私がなかなかロータリーに入らなかったかを

お話をしたいところですが、ちょうどお時間になりま

したので、この続きは機会がございましたらご紹介を

させていただければと思います。

　本日は、１日どうぞよろしくお願いいたします。

転勤挨拶

日本生命保険相互会社道東支社

　　　　　　　　支社長　廣部　雅資君

　ただいま、ご紹介をいただきました日本生命の廣部

と申します。ロータリーには、２年前の７月からです

ので、２年満了とまでは行けませんでした。

以前に会長が、「地元の方は土の人、そして転勤族は

風の人」と。私が

ここで挨拶をさせ

ていただく時に「土

になりたい風の人

です」というよう

な自己紹介をした

ことがありますけ

れども、あっとい

う間の、コロナとともにやってまいりまして、コロナ

と共に去って行く。もう風どころか突風で終わったと

いうような２年間で、このロータリーに参加させてい

ただき、皆さんに良くしていただきまして、この道東

生活を本当に楽しく過ごすことができました。

徳島県に日本生命の支社長として転勤となりました。

また、海があって山がある土地に行かせていただくの

で、ぜひこの釧路

で学んだことを徳

島でも頑張ってい

きたいと思ってお

ります。

後任は、名古屋か

ら伊藤淳という者

がやってまいりますので、後任ともども日本生命をど

うぞ引き続きご愛顧いただきますようによろしくお願

いいたします。

本当に、２年間どうもありがとうございました。

プログラム委員会　木下　正明君

　皆さん、こんにちは。今日の講師は、生重幸恵先生

でございます。生重幸恵先生は、教育を改革して前向

きに良い日本をつくって行こうという先駆者的な方で

ございまして、各地でバケモノと言われております。

なんと言うか、すみません。現在は、子ども家庭庁の

野田聖子大臣のアドバイザーもお務めになっていて、

地域の発展のカギはやはり学力向上やキャリアアップ

などに通じると思いますので、皆さんも参考になるの

ではないかと思います。

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワー

ク理事長兼こども家庭庁大臣アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　生重　幸恵様

　ありがとうござ

います。与えられ

た時間が結構短い

ので。簡単に自己

紹介をします。

私は平成 14年に私

が居住している杉並区の学校教育をコーディネートす

るということで、５年間に亘って行政を上げて審議を

してきた中でできた仕組みの第１号で、「学校教育コー

ディネーター」に就任いたしました。

その時にとても理解を示してくださったのが城西ロー

タリークラブです。私が特にお世話になったのは大成

ユーレックのトップを務めていた方ですが、その方は

私たちの活動にすごく近しさを感じてくださって、自

分の城西ロータリー、それから親しくしているロータ

リアンに声をかけて、ロータリアンの学校教育への

コーディネートをその方がやってくださって、杉並区

を中心にロータリアンがいろいろな学校へ行って講義

をしたり、都立高校で職業講話をしたり、自分の体験

を語ったり、自分の会社の社員を連れて行き「このよ

うな仕事にはこのような価値があるよ」みたいなこと

を語ってくださる、とても意義のある「働くこと」「大

人の姿」を子どもたちとつないでくれたとても素晴ら

しい方で、いまも実は杉並区の学校で委員をしてくだ

さっています。

スライドのタイトルが少々難しかったのですが、私の

紹介は冒頭ありました通りなので割愛しますが。

20年に亘って文科省・厚労省・農水省などのいろい

ろな委員をやってきて、それで声がかかって、昨年か

ら野田さんから「大臣アドバイザー」にということで、

４名が選ばれ月に１回ズームで会議を実施していま

す。いまは国会中なので次は４月開催になりますが、

野田大臣といろいろ情報共有をして活動をしていま

す。

　時間がないで、ものすごく走りながら話します。

経営者の皆さま方なので、よくお分かりと思いますが、

日本は確実に変わって行かなければいけないし、変

わっている。コロナ禍で激変していることをご存じと

思います。。学校は IT 化され、タブレット PCを子ど

もたち全員が持って学習をする状況に既になっている

わけで、それができていないとしたならばかなり遅れ

ているということです。

実を言うと、アジアの中で日本はその面では本当に負

けています。立ち後れていると言っても過言ではない。

そして少子高齢化の進展、社会格差の増大、地域社会

と家族が変わってしまっている。産業構造・雇用の変

化がある。グローバル化が進展している。もう経営者

の皆さま方はよくお分かりのことだと思いますが、こ

れは地方だけの問題ではなく、アジア圏全体にこの問

題はあるのですが、今、日本の中でこの課題と真剣に

向き合っていかない限り、街というものが成立してい

かなくなると思っています。

これも 20年前から言われています。「今から 20年以

上後には、いまの子どもたちは、大学を卒業してもい

まは存在をしていない職業に付くことになる」と言わ

れている。おまけに私たちの生活の中も、これだけ

IT 化が進んでいるわけです。私と同じくらいの世代

の方は、駅では「ピッ」とやらなくても、人がいて、

カチャカチャとやってくれたでしょ。銀行も 30分も

40分も待って、書いた物で下ろしたり振り込んだり

したじゃないですか。いまは４桁「ピッピッピッ」と

やれば何でもできます。それだけ日常の身近なところ

に時代の変革は必ず自分が体感をするところに来てい

る。

これは、内閣府がホームページで示しています。これ

からは新たな社会、『society5.0』に入っていきます。

私たちはずっと時代をさかのぼって農耕から工業化社

会で、つい先日まではクラウドに情報を上げて、それ

を下ろしてきて自分たちで編集して、世の中の物事を

考え次の推移を読んで、展開をしていく。皆さま方が

まさしくそういうところの最前線にお立ちになってい

る方々ですよね。でも、いまからは、情報処理はすべ

てスーパーコンピューターがやってくれて、私たちは

それをどう活用していくかをいち早くどう解決するか

を考えなければいけない。おまけに環境問題、釧路は

海と山に囲まれていますから特に釧路湿原の問題もあ

りますし、日々いろいろ考えていることがあるでしょ

う。けれども、私たちの周りで取り組まなければいけ

ない SDGs もあります。これは、2030 年までに解決

しなければならず、どの事業体も、それから私たち一

人ひとりの人間もこれに向き合わなければいけないの

です。

まさしく、先ほどの城西ロータリーがやってくれたこ

とを、釧路ロータリーの方たちが学校へ行って、自分

たちの仕事の中にどう SDGs を活かしているのかを話

していただくだけでも、「なるほど、SDGs は身近な仕

事の中で、このように考えられて、私たち・僕たちが

生きていく社会を良くするために様々な工夫がこらさ

れている」ということがリアルな学びとして子どもた

ちに伝わることがとても大切ではないかと思っていま

す。

これまでの社会とこれからの社会。いまから求められ

る力というものは、「ドリルが解ける」「問題集が解け

る」「人よりもたくさん練習をしたら、難しい問題が

解けます」というここではないのです。自分で考えて、

自分たちで答えを見出して・果敢にチャレンジをする

人材です。そのような人材を育成しない限り私たちが

住んでいる街に未来が生まれない。

それは、学び続けられる人を育成していくことが重要

だというのが一番のポイントになっていく。そのため

には、「学校・教育委員会に教育はお任せだ」ではなく、

皆さま方のように社会の中で活躍している方たちが、

いかに「君たちみんなが学んでいることが未来につな

がるのか」を問いかけて、自分から答えを探していけ

るようなつながりを子どもたちと持っていくことが必

要です。小学校・中学校・高校・大学といろいろな形

でつながりを持っていただくことがとても重要なので

す。それが生涯に亘って学び続けられる。新しい仕事

を生み出していくことも、学び続けられて物事を考え

られる素地があるからであり、それは次を生み出して

いくことにつながっていく。

これは今回、釧路におじゃまをするにあたって釧路の

データをいろいろ見ました。唯一、１枚だけ入れて来

ました。こんなに人口が減っていくのですよ。釧路が

消滅しちゃうかもしれません。私は全国へ講演で訪問

しています。そこで感じるのは、若いお姉さんが魅力

を感じて住んでくれない街は、若い男が残らない街に

なるのです。

なるほどねと思います。香川県へ行った時に校長会の

研修で呼ばれたのですが、「なぜ香川は割と小さな街

で、元気があると思いますか」と校長先生たちに質問

をしたら、みんな首をひねるのです。香川はいたる所

におしゃれなカフェがあって、ちょっと小高い山の上

には素敵なカフェがあります。香川大学と一緒に開発

をした『太らないレアシュガー』というものがあって、

それを使っていろいろなデザートを生み出していま

す。もちろんそれはダイエットが主目的ではなく、糖

尿病など病気のために開発されたもので、希少糖と言

います。それから、うどんが安くて 190 円で食べら

れる。町中におしゃれなブティックがある。中国四国

の中で唯一のブランドショップが香川県にはある。そ

れだけ若い子たちが住んでいる。女性が魅力を感じる

街になっているから、心の中で「住んでいて、良い」

と思う面白い街であるのです。ただまだまだ生まれ変

わらなければいけない課題を私の中では感じているの

ですが、香川県も 15～ 16年関わりながらいろいろ

なことを一緒にやってきていて、日々変革を起こして

くれていると思います。

この社会の変化に追い付いて行くためには、これから

の社会で生きていく・働く子どもたちをどう街につな

ぎ止めることができるのか。ひいてはそれが「従来と

同じ教育内容で本当に良いのか」「上から一方的にブ

ラック校則で、俺たちの言うことだけ聞いていれば良

いのだと言って押さえつける教育で良いのか」「自分

たちで考える頭を持てる子どもたちを育てるのではな

いのか」という論点に通じるところがあるます。その

様な論点を解消していくことにより「学び」が変わっ

ていきます。

この学びの変わりについて文部科学省もきちんと教育

課程の変更で、いまから小・中・高の教育はかなり劇

的に変わって行きます。「個別最適化」といわれる一

人ひとりに向いた教育をどう提供していくのかが大事

です。私は中央教育審議会に 10年所属していて、大

学入試改革にも携わったのですが、やはり変化に対応

して、自ら課題を設定して、答のない問題に解を見出

すために他者と協動をする。実行・実現することがで

きる力を身に付けてほしいから大学に行かせる、大学

教育とはそういうことだと考えている。大学入試の志

願者の能力、意欲や適正を多面的総合的に評価してい

くことが重要ということが打ち出されたわけです。

新しい学力観としてこのようなことが示されていま

す。かつては十分な知識技能を習得していれば良かっ

たのです。そこに、「思考して判断力がついて、表現

できた方が良い」ということがプラスされて、これか

らの教育には、「主体的に関わり、多様性を認めつつ

協動していくことが大事なのだ」と。それは学校だけ

でできるのでしょうか。社会全体が一丸となって取り

組むことこそが次代を担う子どもたちを育てていくと

いうことにつながっていきます。

では、釧路で何ができるのか。教育委員会は、ここに

いるお歴々、素晴らしい皆さん、才能を持っていてい

ろいろな仕事をしている方たちを受け入れてくれるの

か。いまは受け入れないのです。教育関係者の方がい

たらごめんなさい、釧路は割と固いのです、固い。面

倒くさいのかな。本当は年間スケジュールの中で、素

晴らしい経営者の方に来ていただいて、いろいろなお

話をしていただくこと、体験をさせていただくことは

子どもたちにとってものすごい刺激になって、何を学

ぶかに気付くことにつながっていくので、東京城西

ロータリークラブのトップの方が杉並区の教育への理

解が深かったから首長とマッチングして、どんどんい

ろいろな展開ができたこともあります。でも皆さま、

諦めていたら釧路から若い人が消えてしまうじゃない

ですか。大学で外へ出たら戻って来ないじゃないです

か。

でも先ほど、ご挨拶をしていた方の話を聞いていて、

なるほど札幌へ出ていたけれど釧路へ戻って来た。そ

ういうことが大事なのです。「カムバックサーモン」、

釧路に魅力があって、戻って来て、いま釧路のロータ

リアンになっているということは、釧路に大きな貢献

をしているということですよね。そういう人材をわれ

われ・皆さん方とともにどう育てていくかということ

が大事なのです。

これからの学びの方向性はこのようになっています。

「何を知っているのか」「何ができるのか」「知ってい

ること、できることをどう使うのか」「どのようによ

り良く社会・世界と関わって、自分自身がつかみ取り、

いい人生を送るのか」「変化の中に生きる社会的存在

としての力を付けることが大事だ」と文部科学省は全

面的に打ち出しているわけです。なおかつ学習指導要

領、これは学びの基本で、打ち出されたものの方向性

で学校が動きます。

学校の学びは、将来につながっているのか。志望大学

へ合格するためだけの学びではない、そこから先が大

事なのです。皆さま方は十分な経験の下で、そう思っ

ています。いくら東京大学を出ても何の役にも立たな

い人たちも世の中にはいるわけです。

中卒だって、高卒だって、こんなに街のために貢献を

する事業を展開していることもある。仕事をすること

は、様々な可能性を秘めていることの方がより重要な

のです。生きる力をどう身に付けるのかが大事です。

だから人工知能がすごく進んでＩＴ化が進んでも、文

部科学省は言っています。「そうではないよ。人間の

学習だよ。人として自立して、人として魅力を増すこ

とが大事だよ」と。でも、親だけで、学校の先生だけ

が関わっていてもそれは育ちません。より多くの人が

関わり、より多くの方のお話を伺ったり、生きる姿を

見せていただいたり、お仕事の現場を見たり、「なる

ほど」と自分自身が心を揺さぶられることが大事なの

です。そうではない限り、自ら学びたいという主体的

な学びにならないです。だから体験を取り入れた教育

が必要なのだということで、『キャリア教育』という

言葉が一般に普及しだしたわけです。このようなこと

を繰り返し行っていくことの中で、体験・経験をして、

それでキャリアというものを考える。キャリアという

言葉は別にキャリア官僚でもキャリアウーマンを指す

言葉ではない、生きていくということです。キャリア

の元々の語源は、荷馬車を引いた後にできる『わだち』

を指してキャリアと言います。どう生きていくのかと

いう自分自身の指針、自分自身の進む道、それを自分

自身が考え続けることが『キャリア・生きていく』と

いうことです。

この写真は、皆さまのような方たちを学校にお呼びし

て、子どもたちがそれぞれの教室に分かれて授業をし

た後、最後にまたお礼を言っている。コロナの前だか

らこんなに密ができましたけれども、企業の方たちに

入っていただいて様々なことを行ったりもしていま

す。これからの学校教育は、実社会につなぐ企業のリ

ソースを活かす。学習意欲・習慣形成につなげる地域

ならではの故郷のアイデンティティーをどう確立する

のかが大切です。

私は、釧路をすごく魅力的な街だと思うのですが、釧

路の学校は、釧路湿原についても、今日午前中におじゃ

ました猛禽類医学研究所についても、いろいろな被害

にあって保護されている鳥たちが飼われている所です

けれど、そのことを学んだりもしない。マリモのこと

も見たことも聞いたこともない。「なんでやねん」と

いうところに置かれている。どうして教育と地元が離

れているのかすごく不思議なのです。

こうやって他者へ働きかけて、他者と協動して、外部

との相互作用を起こしていくことで子どもたちが気付

いていくことが大事なのです。子どもを中心に、学校

教育・家庭教育・社会教育を意識する中で、皆さま方

こそが社会教育の最前線にお立ちになっている方たち

です。そのような皆さんと学校をつないで地域のネッ

トワークを作ることがすごく大事なのです。

いま釧路ではまだ一般的ではないのですが、文部科学

省はコミュニティ・スクール（地域運営学校）という

ものを全国に推し進めようとしています。これの良さ

は、体験をしてみないと分からないのです。その体験

をしていくことの中から地域とともに学校経営をして

いくということは、子どもたちの次の段階に対しての

未来が開けていくことになります。

今日は、もう時間がないのでここを詳しくは言えない

のですが、これは日立製作所が入ってユニバーサルデ

ザインを行っているところです。これは野村総合研究

所さんと一緒にお店を経営することを授業で行ってい

ます。これはバンダイさんと一緒にエコについて学ん

でいるところです。このようなことを行いながら子ど

もが身近に体験することを通して、企業が伝えたいこ

とが、即ち学んでいることのベースにつながっていま

す。それが社会・地球すべてを良くしていくことにつ

ながっていくのだということを意識して、、一緒に行

うことによって子どもたちは確実に変わっていきま

す。

私が釧路と一緒にやりたいと思っていることは、非認

知能力を高めるというものです。学校で学んで成績が

付くことを認知能力と言います。認知能力を高めてい

くためには、非認知能力を高めていく必要がある。非

認知能力というものは、「やってみた」「成功した」「失

敗した」というものです。皆さま方は小さいころ、山

を登る。木の上に基地を作る等、子どもたち同士でい

ろいろな体験を積んできた、という方もたくさんいる

はずなのです。しかし、いまの子どもたちは何ひとつ

できません。全部危険だからと、禁止されています。

その割に、「ゲームばかりやっている」と大人は文句

を言います。そんな文句を言っている場合ではないの

です。「ゲームだけを学んで、何億円を稼げる人になっ

ていくか分からない」という社会がもうここに来てい

る。では、どのような体験をさせるのか。うんと小さ

いころには、体を使ってバランス感覚を整えながら自

分自身が解き放たれるようなことをしなければいけな

い。

この人は「非認知能力」というものを提唱した経済学

者さんです。この投影資料が必要な方は、送ってあり

ますのでもらっていただければいいと思います。ここ

にも書いてありますが、この『非認知の社会情緒的ス

キル』というものを伸ばしていくことが、将来チーム

で仕事をするとか、自分自身が誰にも頼らずに判断で

きるとか、そのようなところに結び付いていくことに

なっていきます。これを私は某企業と一緒に『アンク

ス・プロジェクト』と名付けています。

認知能力を伸ばすためには、非認知的能力を伸ばして

いくことが大事なのです。あまり身近に感じたことが

ないかもしれませんが、発達障がいといわれる「すご

くとがって、ものすごくいろいろなことができるのに、

ここだけ極端にできない」とか、「なぜここの判断が

付かないのか」ということが今かなりの確立で、いろ

いろな年齢層の中に存在しています。「なぜ、俺がこ

れだけ親切に教えてやったのに、どうしてこれだけ意

識ができないのだ」と思われた経験がある方もいるか

もしれません。しかし、それは決して社会の中で生き

ないわけではないのです。その方に対してどう対応し

ていくのかが一番問題で、そのようなことを一緒に判

断しながら学校教育の中で、それぞれの適正、個別最

適化という学びをし、子どもたちが力を付けて、それ

がいずれ社会・経済の発展・発達につながっていくと

思うと、より多くの大人が児童青少年の個性特性を理

解して、関わることの重要性がご理解いただけると思

います。

本当に短い時間だったので、今日は私からは以上です

が、また何かの機会がございましたら、もう少し長い

バージョンでいろいろなことを丁寧に話しますので、

そのような機会がありましたら、また聞いていただけ

たらと思います。

　本日は、お耳をお借りして、いろいろなお話を聞い

てくださってありがとうございました。失礼いたしま

す。

副会長謝辞

　　それでは、謝辞をさせていただきます。まずは、

生重様、本当に短い時間でグッと詰めてお話いただき

まして申し訳ございません。限られた時間で本当にあ

りがとうございます。

他地域のロータリー活動や釧路の人口減による衰退に

も危惧していただきまして、本当にドキッとするよう

なお言葉もいただきました。

その中で、いまも認知能力と非認知能力の言葉も含め

て、この街に住む私たちがこれからもここで生活をし

ていくわけですが、若い人が残るような街づくりをし

なければいけないというところでは、若い人が働きや

すい雇用も必要ですし、雇用の安定を心がけていけれ

ば、その先には私たちの会社が発展をします。そうす

ると街の発展に結びつく。グルグル回るものだと思い

ますが、やはりどれが欠けても困ることだと思います

ので、これからも私たちがロータリアンとして、また

一企業の経営者、もしくは重要な方々がたくさんい

らっしゃいますので、機会があれば若い人のお話を聞

いたりすることも必要だと思います。

また機会がございましたらこの続きのお話をお聞きで

きればと思いました。

本日は、本当に短い時間でありがとうございました。



 

　　　　　　　　　　浅川　正紳副会長

　お食事中の方は、

そのままどうぞお

続けください。本

日、杉村会長が欠

席のため代行させ

ていただきます。

決して感染で１週

間休むという病気

でもありません。出張と聞いております。先ほど会社

に車があったような気がいたしますが、出張だと思い

ます。

もしかすると脇さんあたりから「いつも副会長は噛ん

でばかりいるから、会長はたまに休んで副会長に喋ら

せろ」という温かいお話というか悪魔のようなささや

きがあったのではないかとお伺いしておりますが、

しっかりと仕事をさせていただきたいと思います。

杉村会長に「何を話せば良いでしょうね」とお話をし

たら、「私もやりましたけれど、自己紹介をしたらど

うですか」と言われましたので、今更ですが自己紹介

をさせていただきたいと思います。

　浅川正紳と申します。昭和 40年２月 16日釧路に

生まれました。生まれた時は、今のパステルパーク（駐

車場）の出入口がある辺りに昔は『くろんぼ』という

喫茶店がありました。そこは祖父が開いた喫茶店です。

ネーミングは今の時代にはふさわしくない気がします

けれども、昭和 28年ぐらいに開店したと聞いていて、

釧路で３番目に古い喫茶店だったと思います。そこで

生まれた時は、私、母と父と祖父・祖母の５人が小さ

な喫茶店の２階で過ごしていたと聞いております。

　小さいころ、家が鶴ヶ岱に引っ越して、おばあちゃ

んの所に遊びに行くと、下の喫茶店からガラスの器に

乗ったアイスクリームやクリームソーダが飲めるので

「遊びに行きたい」とよくせがんでいました。しょっ

ちゅう「アイスクリームを食べたい」と言っている割

には、斜め向かいに石田さんの『笛園』があるので、

そこの「噴水のある喫茶店に行きたい」とか、子ども

にはゾウの鼻に似せた長い風船がもらえたので「ゾウ

さんの風船をもらいたい」とごねたと聞いております。

「自分の家が喫茶店やっているのにどうして行かなけ

ればいけないの」と祖母も思っていたらしいのですが、

孫の言うことですからやってくれたのだと思います。

城山小学校と東中学校へ進みました。そこの三役席の

５人のうち田内君は転勤族ですが、その他の４人が偶

然にも東中学校卒業です。この中にも東中学校を卒業

された方がたくさんいると思いますが、非常に厳しい

学校です。全校集会で並んでいる時、一番前で振り向

いている担任と目が合ったら、その場で「顔を動かす

な」と殴られるような厳しい学校だった覚えがありま

す。その反動がいま出ているのか、何か物事に沿いた

くない部分が少し自分の中にあるような気がいたしま

す。

高校、札幌の大学と進み、アルバイトで知り合った女

性が家内で 10年ぐらい遠距離恋愛をして結婚してい

ます。

　そうこうして、89年に釧路へ帰って来て、自分の

会社に入社をするのですが、父親に「何も街のことが

分からない。若者との接点がないのだから、何かに入

らなければいけない」と言われて、96年に青年会議

所に入会させていただきました。その翌年の 97年に

杉村君が入会してきます。その時はお互いほとんど話

すこともなく、いつもニコニコして元気な人が入って

きた程度しか交流はなかったのですが、96年に父親

が釧路クラブの会長を務めていたのかな、60周年だっ

たと思いますので会社にいない。私も青年会議所に

入っていて会社には親子でいないものですから社員は

大変苦労をしたのではないかと思っております。

そうこうしているうちに、2001 年、青年会議所には

委員会配属がありまして、その時に偶然、脇さんと杉

村会長と同じ委員会になり、そこに新入会員で得地君

もいました。いま思えばよくお会いする人たちとその

時に初めて会ったのだと。まさかその時は脇さんと会

長・幹事をやるということも、杉村会長と会長・副会

長、そして得地副幹事と一緒になるということも思っ

ていませんでしたけれども、それも何かの縁でお会い

できたと思っております。

そのような意味では、今日もこのように一緒にお昼を

食べながら過ごしている皆さんとの縁も、もしかした

ら数年後にすごいビッグビジネスのお付き合いをして

いるかもしれませんし、いろいろな出会いがあるのか

と思います。

また、最近のテレビなどを見ておりますと、非常に暗

い。コロナ感染がやっと終わったと思ったら世界情勢

のいろいろな映像を見て、毎日、ちょっとどうかなと

いう映像もあります。昨日は夜中に地震があって少々

不安もありましたが。でも、やはり一番は皆さんとたっ

た１時間ですが、一緒にお昼ご飯を食べながらの出会

い。これを１日１日、重要に思って過ごさなければい

けないとつくづく思いました。

どうして私がなかなかロータリーに入らなかったかを

お話をしたいところですが、ちょうどお時間になりま

したので、この続きは機会がございましたらご紹介を

させていただければと思います。

　本日は、１日どうぞよろしくお願いいたします。

転勤挨拶

日本生命保険相互会社道東支社

　　　　　　　　支社長　廣部　雅資君

　ただいま、ご紹介をいただきました日本生命の廣部

と申します。ロータリーには、２年前の７月からです

ので、２年満了とまでは行けませんでした。

以前に会長が、「地元の方は土の人、そして転勤族は

風の人」と。私が

ここで挨拶をさせ

ていただく時に「土

になりたい風の人

です」というよう

な自己紹介をした

ことがありますけ

れども、あっとい

う間の、コロナとともにやってまいりまして、コロナ

と共に去って行く。もう風どころか突風で終わったと

いうような２年間で、このロータリーに参加させてい

ただき、皆さんに良くしていただきまして、この道東

生活を本当に楽しく過ごすことができました。

徳島県に日本生命の支社長として転勤となりました。

また、海があって山がある土地に行かせていただくの

で、ぜひこの釧路

で学んだことを徳

島でも頑張ってい

きたいと思ってお

ります。

後任は、名古屋か

ら伊藤淳という者

がやってまいりますので、後任ともども日本生命をど

うぞ引き続きご愛顧いただきますようによろしくお願

いいたします。

本当に、２年間どうもありがとうございました。

プログラム委員会　木下　正明君

　皆さん、こんにちは。今日の講師は、生重幸恵先生

でございます。生重幸恵先生は、教育を改革して前向

きに良い日本をつくって行こうという先駆者的な方で

ございまして、各地でバケモノと言われております。

なんと言うか、すみません。現在は、子ども家庭庁の

野田聖子大臣のアドバイザーもお務めになっていて、

地域の発展のカギはやはり学力向上やキャリアアップ

などに通じると思いますので、皆さんも参考になるの

ではないかと思います。

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワー

ク理事長兼こども家庭庁大臣アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　生重　幸恵様

　ありがとうござ

います。与えられ

た時間が結構短い

ので。簡単に自己

紹介をします。

私は平成 14年に私

が居住している杉並区の学校教育をコーディネートす

るということで、５年間に亘って行政を上げて審議を

してきた中でできた仕組みの第１号で、「学校教育コー

ディネーター」に就任いたしました。

その時にとても理解を示してくださったのが城西ロー

タリークラブです。私が特にお世話になったのは大成

ユーレックのトップを務めていた方ですが、その方は

私たちの活動にすごく近しさを感じてくださって、自

分の城西ロータリー、それから親しくしているロータ

リアンに声をかけて、ロータリアンの学校教育への

コーディネートをその方がやってくださって、杉並区

を中心にロータリアンがいろいろな学校へ行って講義

をしたり、都立高校で職業講話をしたり、自分の体験

を語ったり、自分の会社の社員を連れて行き「このよ

うな仕事にはこのような価値があるよ」みたいなこと

を語ってくださる、とても意義のある「働くこと」「大

人の姿」を子どもたちとつないでくれたとても素晴ら

しい方で、いまも実は杉並区の学校で委員をしてくだ

さっています。

スライドのタイトルが少々難しかったのですが、私の

紹介は冒頭ありました通りなので割愛しますが。

20年に亘って文科省・厚労省・農水省などのいろい

ろな委員をやってきて、それで声がかかって、昨年か

ら野田さんから「大臣アドバイザー」にということで、

４名が選ばれ月に１回ズームで会議を実施していま

す。いまは国会中なので次は４月開催になりますが、

野田大臣といろいろ情報共有をして活動をしていま

す。

　時間がないで、ものすごく走りながら話します。

経営者の皆さま方なので、よくお分かりと思いますが、

日本は確実に変わって行かなければいけないし、変

わっている。コロナ禍で激変していることをご存じと

思います。。学校は IT 化され、タブレット PCを子ど

もたち全員が持って学習をする状況に既になっている

わけで、それができていないとしたならばかなり遅れ

ているということです。

実を言うと、アジアの中で日本はその面では本当に負

けています。立ち後れていると言っても過言ではない。

そして少子高齢化の進展、社会格差の増大、地域社会

と家族が変わってしまっている。産業構造・雇用の変

化がある。グローバル化が進展している。もう経営者

の皆さま方はよくお分かりのことだと思いますが、こ

れは地方だけの問題ではなく、アジア圏全体にこの問

題はあるのですが、今、日本の中でこの課題と真剣に

向き合っていかない限り、街というものが成立してい

かなくなると思っています。

これも 20年前から言われています。「今から 20年以

上後には、いまの子どもたちは、大学を卒業してもい

まは存在をしていない職業に付くことになる」と言わ

れている。おまけに私たちの生活の中も、これだけ

IT 化が進んでいるわけです。私と同じくらいの世代

の方は、駅では「ピッ」とやらなくても、人がいて、

カチャカチャとやってくれたでしょ。銀行も 30分も

40分も待って、書いた物で下ろしたり振り込んだり

したじゃないですか。いまは４桁「ピッピッピッ」と

やれば何でもできます。それだけ日常の身近なところ

に時代の変革は必ず自分が体感をするところに来てい

る。

これは、内閣府がホームページで示しています。これ

からは新たな社会、『society5.0』に入っていきます。

私たちはずっと時代をさかのぼって農耕から工業化社

会で、つい先日まではクラウドに情報を上げて、それ

を下ろしてきて自分たちで編集して、世の中の物事を

考え次の推移を読んで、展開をしていく。皆さま方が

まさしくそういうところの最前線にお立ちになってい

る方々ですよね。でも、いまからは、情報処理はすべ

てスーパーコンピューターがやってくれて、私たちは

それをどう活用していくかをいち早くどう解決するか

を考えなければいけない。おまけに環境問題、釧路は

海と山に囲まれていますから特に釧路湿原の問題もあ

りますし、日々いろいろ考えていることがあるでしょ

う。けれども、私たちの周りで取り組まなければいけ

ない SDGs もあります。これは、2030 年までに解決

しなければならず、どの事業体も、それから私たち一

人ひとりの人間もこれに向き合わなければいけないの

です。

まさしく、先ほどの城西ロータリーがやってくれたこ

とを、釧路ロータリーの方たちが学校へ行って、自分

たちの仕事の中にどう SDGs を活かしているのかを話

していただくだけでも、「なるほど、SDGs は身近な仕

事の中で、このように考えられて、私たち・僕たちが

生きていく社会を良くするために様々な工夫がこらさ

れている」ということがリアルな学びとして子どもた

ちに伝わることがとても大切ではないかと思っていま

す。

これまでの社会とこれからの社会。いまから求められ

る力というものは、「ドリルが解ける」「問題集が解け

る」「人よりもたくさん練習をしたら、難しい問題が

解けます」というここではないのです。自分で考えて、

自分たちで答えを見出して・果敢にチャレンジをする

人材です。そのような人材を育成しない限り私たちが

住んでいる街に未来が生まれない。

それは、学び続けられる人を育成していくことが重要

だというのが一番のポイントになっていく。そのため

には、「学校・教育委員会に教育はお任せだ」ではなく、

皆さま方のように社会の中で活躍している方たちが、

いかに「君たちみんなが学んでいることが未来につな

がるのか」を問いかけて、自分から答えを探していけ

るようなつながりを子どもたちと持っていくことが必

要です。小学校・中学校・高校・大学といろいろな形

でつながりを持っていただくことがとても重要なので

す。それが生涯に亘って学び続けられる。新しい仕事

を生み出していくことも、学び続けられて物事を考え

られる素地があるからであり、それは次を生み出して

いくことにつながっていく。

これは今回、釧路におじゃまをするにあたって釧路の

データをいろいろ見ました。唯一、１枚だけ入れて来

ました。こんなに人口が減っていくのですよ。釧路が

消滅しちゃうかもしれません。私は全国へ講演で訪問

しています。そこで感じるのは、若いお姉さんが魅力

を感じて住んでくれない街は、若い男が残らない街に

なるのです。

なるほどねと思います。香川県へ行った時に校長会の

研修で呼ばれたのですが、「なぜ香川は割と小さな街

で、元気があると思いますか」と校長先生たちに質問

をしたら、みんな首をひねるのです。香川はいたる所

におしゃれなカフェがあって、ちょっと小高い山の上

には素敵なカフェがあります。香川大学と一緒に開発

をした『太らないレアシュガー』というものがあって、

それを使っていろいろなデザートを生み出していま

す。もちろんそれはダイエットが主目的ではなく、糖

尿病など病気のために開発されたもので、希少糖と言

います。それから、うどんが安くて 190 円で食べら

れる。町中におしゃれなブティックがある。中国四国

の中で唯一のブランドショップが香川県にはある。そ

れだけ若い子たちが住んでいる。女性が魅力を感じる

街になっているから、心の中で「住んでいて、良い」

と思う面白い街であるのです。ただまだまだ生まれ変

わらなければいけない課題を私の中では感じているの

ですが、香川県も 15～ 16年関わりながらいろいろ

なことを一緒にやってきていて、日々変革を起こして

くれていると思います。

この社会の変化に追い付いて行くためには、これから

の社会で生きていく・働く子どもたちをどう街につな

ぎ止めることができるのか。ひいてはそれが「従来と

同じ教育内容で本当に良いのか」「上から一方的にブ

ラック校則で、俺たちの言うことだけ聞いていれば良

いのだと言って押さえつける教育で良いのか」「自分

たちで考える頭を持てる子どもたちを育てるのではな

いのか」という論点に通じるところがあるます。その

様な論点を解消していくことにより「学び」が変わっ

ていきます。

この学びの変わりについて文部科学省もきちんと教育

課程の変更で、いまから小・中・高の教育はかなり劇

的に変わって行きます。「個別最適化」といわれる一

人ひとりに向いた教育をどう提供していくのかが大事

です。私は中央教育審議会に 10年所属していて、大

学入試改革にも携わったのですが、やはり変化に対応

して、自ら課題を設定して、答のない問題に解を見出

すために他者と協動をする。実行・実現することがで

きる力を身に付けてほしいから大学に行かせる、大学

教育とはそういうことだと考えている。大学入試の志

願者の能力、意欲や適正を多面的総合的に評価してい

くことが重要ということが打ち出されたわけです。

新しい学力観としてこのようなことが示されていま

す。かつては十分な知識技能を習得していれば良かっ

たのです。そこに、「思考して判断力がついて、表現

できた方が良い」ということがプラスされて、これか

らの教育には、「主体的に関わり、多様性を認めつつ

協動していくことが大事なのだ」と。それは学校だけ

でできるのでしょうか。社会全体が一丸となって取り

組むことこそが次代を担う子どもたちを育てていくと

いうことにつながっていきます。

では、釧路で何ができるのか。教育委員会は、ここに

いるお歴々、素晴らしい皆さん、才能を持っていてい

ろいろな仕事をしている方たちを受け入れてくれるの

か。いまは受け入れないのです。教育関係者の方がい

たらごめんなさい、釧路は割と固いのです、固い。面

倒くさいのかな。本当は年間スケジュールの中で、素

晴らしい経営者の方に来ていただいて、いろいろなお

話をしていただくこと、体験をさせていただくことは

子どもたちにとってものすごい刺激になって、何を学

ぶかに気付くことにつながっていくので、東京城西

ロータリークラブのトップの方が杉並区の教育への理

解が深かったから首長とマッチングして、どんどんい

ろいろな展開ができたこともあります。でも皆さま、

諦めていたら釧路から若い人が消えてしまうじゃない

ですか。大学で外へ出たら戻って来ないじゃないです

か。

でも先ほど、ご挨拶をしていた方の話を聞いていて、

なるほど札幌へ出ていたけれど釧路へ戻って来た。そ

ういうことが大事なのです。「カムバックサーモン」、

釧路に魅力があって、戻って来て、いま釧路のロータ

リアンになっているということは、釧路に大きな貢献

をしているということですよね。そういう人材をわれ

われ・皆さん方とともにどう育てていくかということ

が大事なのです。

これからの学びの方向性はこのようになっています。

「何を知っているのか」「何ができるのか」「知ってい

ること、できることをどう使うのか」「どのようによ

り良く社会・世界と関わって、自分自身がつかみ取り、

いい人生を送るのか」「変化の中に生きる社会的存在

としての力を付けることが大事だ」と文部科学省は全

面的に打ち出しているわけです。なおかつ学習指導要

領、これは学びの基本で、打ち出されたものの方向性

で学校が動きます。

学校の学びは、将来につながっているのか。志望大学

へ合格するためだけの学びではない、そこから先が大

事なのです。皆さま方は十分な経験の下で、そう思っ

ています。いくら東京大学を出ても何の役にも立たな

い人たちも世の中にはいるわけです。

中卒だって、高卒だって、こんなに街のために貢献を

する事業を展開していることもある。仕事をすること

は、様々な可能性を秘めていることの方がより重要な

のです。生きる力をどう身に付けるのかが大事です。

だから人工知能がすごく進んでＩＴ化が進んでも、文

部科学省は言っています。「そうではないよ。人間の

学習だよ。人として自立して、人として魅力を増すこ

とが大事だよ」と。でも、親だけで、学校の先生だけ

が関わっていてもそれは育ちません。より多くの人が

関わり、より多くの方のお話を伺ったり、生きる姿を

見せていただいたり、お仕事の現場を見たり、「なる

ほど」と自分自身が心を揺さぶられることが大事なの

です。そうではない限り、自ら学びたいという主体的

な学びにならないです。だから体験を取り入れた教育

が必要なのだということで、『キャリア教育』という

言葉が一般に普及しだしたわけです。このようなこと

を繰り返し行っていくことの中で、体験・経験をして、

それでキャリアというものを考える。キャリアという

言葉は別にキャリア官僚でもキャリアウーマンを指す

言葉ではない、生きていくということです。キャリア

の元々の語源は、荷馬車を引いた後にできる『わだち』

を指してキャリアと言います。どう生きていくのかと

いう自分自身の指針、自分自身の進む道、それを自分

自身が考え続けることが『キャリア・生きていく』と

いうことです。

この写真は、皆さまのような方たちを学校にお呼びし

て、子どもたちがそれぞれの教室に分かれて授業をし

た後、最後にまたお礼を言っている。コロナの前だか

らこんなに密ができましたけれども、企業の方たちに

入っていただいて様々なことを行ったりもしていま

す。これからの学校教育は、実社会につなぐ企業のリ

ソースを活かす。学習意欲・習慣形成につなげる地域

ならではの故郷のアイデンティティーをどう確立する

のかが大切です。

私は、釧路をすごく魅力的な街だと思うのですが、釧

路の学校は、釧路湿原についても、今日午前中におじゃ

ました猛禽類医学研究所についても、いろいろな被害

にあって保護されている鳥たちが飼われている所です

けれど、そのことを学んだりもしない。マリモのこと

も見たことも聞いたこともない。「なんでやねん」と

いうところに置かれている。どうして教育と地元が離

れているのかすごく不思議なのです。

こうやって他者へ働きかけて、他者と協動して、外部

との相互作用を起こしていくことで子どもたちが気付

いていくことが大事なのです。子どもを中心に、学校

教育・家庭教育・社会教育を意識する中で、皆さま方

こそが社会教育の最前線にお立ちになっている方たち

です。そのような皆さんと学校をつないで地域のネッ

トワークを作ることがすごく大事なのです。

いま釧路ではまだ一般的ではないのですが、文部科学

省はコミュニティ・スクール（地域運営学校）という

ものを全国に推し進めようとしています。これの良さ

は、体験をしてみないと分からないのです。その体験

をしていくことの中から地域とともに学校経営をして

いくということは、子どもたちの次の段階に対しての

未来が開けていくことになります。

今日は、もう時間がないのでここを詳しくは言えない

のですが、これは日立製作所が入ってユニバーサルデ

ザインを行っているところです。これは野村総合研究

所さんと一緒にお店を経営することを授業で行ってい

ます。これはバンダイさんと一緒にエコについて学ん

でいるところです。このようなことを行いながら子ど

もが身近に体験することを通して、企業が伝えたいこ

とが、即ち学んでいることのベースにつながっていま

す。それが社会・地球すべてを良くしていくことにつ

ながっていくのだということを意識して、、一緒に行

うことによって子どもたちは確実に変わっていきま

す。

私が釧路と一緒にやりたいと思っていることは、非認

知能力を高めるというものです。学校で学んで成績が

付くことを認知能力と言います。認知能力を高めてい

くためには、非認知能力を高めていく必要がある。非

認知能力というものは、「やってみた」「成功した」「失

敗した」というものです。皆さま方は小さいころ、山

を登る。木の上に基地を作る等、子どもたち同士でい

ろいろな体験を積んできた、という方もたくさんいる

はずなのです。しかし、いまの子どもたちは何ひとつ

できません。全部危険だからと、禁止されています。

その割に、「ゲームばかりやっている」と大人は文句

を言います。そんな文句を言っている場合ではないの

です。「ゲームだけを学んで、何億円を稼げる人になっ

ていくか分からない」という社会がもうここに来てい

る。では、どのような体験をさせるのか。うんと小さ

いころには、体を使ってバランス感覚を整えながら自

分自身が解き放たれるようなことをしなければいけな

い。

この人は「非認知能力」というものを提唱した経済学

者さんです。この投影資料が必要な方は、送ってあり

ますのでもらっていただければいいと思います。ここ

にも書いてありますが、この『非認知の社会情緒的ス

キル』というものを伸ばしていくことが、将来チーム

で仕事をするとか、自分自身が誰にも頼らずに判断で

きるとか、そのようなところに結び付いていくことに

なっていきます。これを私は某企業と一緒に『アンク

ス・プロジェクト』と名付けています。

認知能力を伸ばすためには、非認知的能力を伸ばして

いくことが大事なのです。あまり身近に感じたことが

ないかもしれませんが、発達障がいといわれる「すご

くとがって、ものすごくいろいろなことができるのに、

ここだけ極端にできない」とか、「なぜここの判断が

付かないのか」ということが今かなりの確立で、いろ

いろな年齢層の中に存在しています。「なぜ、俺がこ

れだけ親切に教えてやったのに、どうしてこれだけ意

識ができないのだ」と思われた経験がある方もいるか

もしれません。しかし、それは決して社会の中で生き

ないわけではないのです。その方に対してどう対応し

ていくのかが一番問題で、そのようなことを一緒に判

断しながら学校教育の中で、それぞれの適正、個別最

適化という学びをし、子どもたちが力を付けて、それ

がいずれ社会・経済の発展・発達につながっていくと

思うと、より多くの大人が児童青少年の個性特性を理

解して、関わることの重要性がご理解いただけると思

います。

本当に短い時間だったので、今日は私からは以上です

が、また何かの機会がございましたら、もう少し長い

バージョンでいろいろなことを丁寧に話しますので、

そのような機会がありましたら、また聞いていただけ

たらと思います。

　本日は、お耳をお借りして、いろいろなお話を聞い

てくださってありがとうございました。失礼いたしま

す。

副会長謝辞

　　それでは、謝辞をさせていただきます。まずは、

生重様、本当に短い時間でグッと詰めてお話いただき

まして申し訳ございません。限られた時間で本当にあ

りがとうございます。

他地域のロータリー活動や釧路の人口減による衰退に

も危惧していただきまして、本当にドキッとするよう

なお言葉もいただきました。

その中で、いまも認知能力と非認知能力の言葉も含め

て、この街に住む私たちがこれからもここで生活をし

ていくわけですが、若い人が残るような街づくりをし

なければいけないというところでは、若い人が働きや

すい雇用も必要ですし、雇用の安定を心がけていけれ

ば、その先には私たちの会社が発展をします。そうす

ると街の発展に結びつく。グルグル回るものだと思い

ますが、やはりどれが欠けても困ることだと思います

ので、これからも私たちがロータリアンとして、また

一企業の経営者、もしくは重要な方々がたくさんい

らっしゃいますので、機会があれば若い人のお話を聞

いたりすることも必要だと思います。

また機会がございましたらこの続きのお話をお聞きで

きればと思いました。

本日は、本当に短い時間でありがとうございました。



 

　　　　　　　　　　浅川　正紳副会長

　お食事中の方は、

そのままどうぞお

続けください。本

日、杉村会長が欠

席のため代行させ

ていただきます。

決して感染で１週

間休むという病気

でもありません。出張と聞いております。先ほど会社

に車があったような気がいたしますが、出張だと思い

ます。

もしかすると脇さんあたりから「いつも副会長は噛ん

でばかりいるから、会長はたまに休んで副会長に喋ら

せろ」という温かいお話というか悪魔のようなささや

きがあったのではないかとお伺いしておりますが、

しっかりと仕事をさせていただきたいと思います。

杉村会長に「何を話せば良いでしょうね」とお話をし

たら、「私もやりましたけれど、自己紹介をしたらど

うですか」と言われましたので、今更ですが自己紹介

をさせていただきたいと思います。

　浅川正紳と申します。昭和 40年２月 16日釧路に

生まれました。生まれた時は、今のパステルパーク（駐

車場）の出入口がある辺りに昔は『くろんぼ』という

喫茶店がありました。そこは祖父が開いた喫茶店です。

ネーミングは今の時代にはふさわしくない気がします

けれども、昭和 28年ぐらいに開店したと聞いていて、

釧路で３番目に古い喫茶店だったと思います。そこで

生まれた時は、私、母と父と祖父・祖母の５人が小さ

な喫茶店の２階で過ごしていたと聞いております。

　小さいころ、家が鶴ヶ岱に引っ越して、おばあちゃ

んの所に遊びに行くと、下の喫茶店からガラスの器に

乗ったアイスクリームやクリームソーダが飲めるので

「遊びに行きたい」とよくせがんでいました。しょっ

ちゅう「アイスクリームを食べたい」と言っている割

には、斜め向かいに石田さんの『笛園』があるので、

そこの「噴水のある喫茶店に行きたい」とか、子ども

にはゾウの鼻に似せた長い風船がもらえたので「ゾウ

さんの風船をもらいたい」とごねたと聞いております。

「自分の家が喫茶店やっているのにどうして行かなけ

ればいけないの」と祖母も思っていたらしいのですが、

孫の言うことですからやってくれたのだと思います。

城山小学校と東中学校へ進みました。そこの三役席の

５人のうち田内君は転勤族ですが、その他の４人が偶

然にも東中学校卒業です。この中にも東中学校を卒業

された方がたくさんいると思いますが、非常に厳しい

学校です。全校集会で並んでいる時、一番前で振り向

いている担任と目が合ったら、その場で「顔を動かす

な」と殴られるような厳しい学校だった覚えがありま

す。その反動がいま出ているのか、何か物事に沿いた

くない部分が少し自分の中にあるような気がいたしま

す。

高校、札幌の大学と進み、アルバイトで知り合った女

性が家内で 10年ぐらい遠距離恋愛をして結婚してい

ます。

　そうこうして、89年に釧路へ帰って来て、自分の

会社に入社をするのですが、父親に「何も街のことが

分からない。若者との接点がないのだから、何かに入

らなければいけない」と言われて、96年に青年会議

所に入会させていただきました。その翌年の 97年に

杉村君が入会してきます。その時はお互いほとんど話

すこともなく、いつもニコニコして元気な人が入って

きた程度しか交流はなかったのですが、96年に父親

が釧路クラブの会長を務めていたのかな、60周年だっ

たと思いますので会社にいない。私も青年会議所に

入っていて会社には親子でいないものですから社員は

大変苦労をしたのではないかと思っております。

そうこうしているうちに、2001 年、青年会議所には

委員会配属がありまして、その時に偶然、脇さんと杉

村会長と同じ委員会になり、そこに新入会員で得地君

もいました。いま思えばよくお会いする人たちとその

時に初めて会ったのだと。まさかその時は脇さんと会

長・幹事をやるということも、杉村会長と会長・副会

長、そして得地副幹事と一緒になるということも思っ

ていませんでしたけれども、それも何かの縁でお会い

できたと思っております。

そのような意味では、今日もこのように一緒にお昼を

食べながら過ごしている皆さんとの縁も、もしかした

ら数年後にすごいビッグビジネスのお付き合いをして

いるかもしれませんし、いろいろな出会いがあるのか

と思います。

また、最近のテレビなどを見ておりますと、非常に暗

い。コロナ感染がやっと終わったと思ったら世界情勢

のいろいろな映像を見て、毎日、ちょっとどうかなと

いう映像もあります。昨日は夜中に地震があって少々

不安もありましたが。でも、やはり一番は皆さんとたっ

た１時間ですが、一緒にお昼ご飯を食べながらの出会

い。これを１日１日、重要に思って過ごさなければい

けないとつくづく思いました。

どうして私がなかなかロータリーに入らなかったかを

お話をしたいところですが、ちょうどお時間になりま

したので、この続きは機会がございましたらご紹介を

させていただければと思います。

　本日は、１日どうぞよろしくお願いいたします。

転勤挨拶

日本生命保険相互会社道東支社

　　　　　　　　支社長　廣部　雅資君

　ただいま、ご紹介をいただきました日本生命の廣部

と申します。ロータリーには、２年前の７月からです

ので、２年満了とまでは行けませんでした。

以前に会長が、「地元の方は土の人、そして転勤族は

風の人」と。私が

ここで挨拶をさせ

ていただく時に「土

になりたい風の人

です」というよう

な自己紹介をした

ことがありますけ

れども、あっとい

う間の、コロナとともにやってまいりまして、コロナ

と共に去って行く。もう風どころか突風で終わったと

いうような２年間で、このロータリーに参加させてい

ただき、皆さんに良くしていただきまして、この道東

生活を本当に楽しく過ごすことができました。

徳島県に日本生命の支社長として転勤となりました。

また、海があって山がある土地に行かせていただくの

で、ぜひこの釧路

で学んだことを徳

島でも頑張ってい

きたいと思ってお

ります。

後任は、名古屋か

ら伊藤淳という者

がやってまいりますので、後任ともども日本生命をど

うぞ引き続きご愛顧いただきますようによろしくお願

いいたします。

本当に、２年間どうもありがとうございました。

プログラム委員会　木下　正明君

　皆さん、こんにちは。今日の講師は、生重幸恵先生

でございます。生重幸恵先生は、教育を改革して前向

きに良い日本をつくって行こうという先駆者的な方で

ございまして、各地でバケモノと言われております。

なんと言うか、すみません。現在は、子ども家庭庁の

野田聖子大臣のアドバイザーもお務めになっていて、

地域の発展のカギはやはり学力向上やキャリアアップ

などに通じると思いますので、皆さんも参考になるの

ではないかと思います。

特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワー

ク理事長兼こども家庭庁大臣アドバイザー

　　　　　　　　　　　　　　　生重　幸恵様

　ありがとうござ

います。与えられ

た時間が結構短い

ので。簡単に自己

紹介をします。

私は平成 14年に私

が居住している杉並区の学校教育をコーディネートす

るということで、５年間に亘って行政を上げて審議を

してきた中でできた仕組みの第１号で、「学校教育コー

ディネーター」に就任いたしました。

その時にとても理解を示してくださったのが城西ロー

タリークラブです。私が特にお世話になったのは大成

ユーレックのトップを務めていた方ですが、その方は

私たちの活動にすごく近しさを感じてくださって、自

分の城西ロータリー、それから親しくしているロータ

リアンに声をかけて、ロータリアンの学校教育への

コーディネートをその方がやってくださって、杉並区

を中心にロータリアンがいろいろな学校へ行って講義

をしたり、都立高校で職業講話をしたり、自分の体験

を語ったり、自分の会社の社員を連れて行き「このよ

うな仕事にはこのような価値があるよ」みたいなこと

を語ってくださる、とても意義のある「働くこと」「大

人の姿」を子どもたちとつないでくれたとても素晴ら

しい方で、いまも実は杉並区の学校で委員をしてくだ

さっています。

スライドのタイトルが少々難しかったのですが、私の

紹介は冒頭ありました通りなので割愛しますが。

20年に亘って文科省・厚労省・農水省などのいろい

ろな委員をやってきて、それで声がかかって、昨年か

ら野田さんから「大臣アドバイザー」にということで、

４名が選ばれ月に１回ズームで会議を実施していま

す。いまは国会中なので次は４月開催になりますが、

野田大臣といろいろ情報共有をして活動をしていま

す。

　時間がないで、ものすごく走りながら話します。

経営者の皆さま方なので、よくお分かりと思いますが、

日本は確実に変わって行かなければいけないし、変

わっている。コロナ禍で激変していることをご存じと

思います。。学校は IT 化され、タブレット PCを子ど

もたち全員が持って学習をする状況に既になっている

わけで、それができていないとしたならばかなり遅れ

ているということです。

実を言うと、アジアの中で日本はその面では本当に負

けています。立ち後れていると言っても過言ではない。

そして少子高齢化の進展、社会格差の増大、地域社会

と家族が変わってしまっている。産業構造・雇用の変

化がある。グローバル化が進展している。もう経営者

の皆さま方はよくお分かりのことだと思いますが、こ

れは地方だけの問題ではなく、アジア圏全体にこの問

題はあるのですが、今、日本の中でこの課題と真剣に

向き合っていかない限り、街というものが成立してい

かなくなると思っています。

これも 20年前から言われています。「今から 20年以

上後には、いまの子どもたちは、大学を卒業してもい

まは存在をしていない職業に付くことになる」と言わ

れている。おまけに私たちの生活の中も、これだけ

IT 化が進んでいるわけです。私と同じくらいの世代

の方は、駅では「ピッ」とやらなくても、人がいて、

カチャカチャとやってくれたでしょ。銀行も 30分も

40分も待って、書いた物で下ろしたり振り込んだり

したじゃないですか。いまは４桁「ピッピッピッ」と

やれば何でもできます。それだけ日常の身近なところ

に時代の変革は必ず自分が体感をするところに来てい

る。

これは、内閣府がホームページで示しています。これ

からは新たな社会、『society5.0』に入っていきます。

私たちはずっと時代をさかのぼって農耕から工業化社

会で、つい先日まではクラウドに情報を上げて、それ

を下ろしてきて自分たちで編集して、世の中の物事を

考え次の推移を読んで、展開をしていく。皆さま方が

まさしくそういうところの最前線にお立ちになってい

る方々ですよね。でも、いまからは、情報処理はすべ

てスーパーコンピューターがやってくれて、私たちは

それをどう活用していくかをいち早くどう解決するか

を考えなければいけない。おまけに環境問題、釧路は

海と山に囲まれていますから特に釧路湿原の問題もあ

りますし、日々いろいろ考えていることがあるでしょ

う。けれども、私たちの周りで取り組まなければいけ

ない SDGs もあります。これは、2030 年までに解決

しなければならず、どの事業体も、それから私たち一

人ひとりの人間もこれに向き合わなければいけないの

です。

まさしく、先ほどの城西ロータリーがやってくれたこ

とを、釧路ロータリーの方たちが学校へ行って、自分

たちの仕事の中にどう SDGs を活かしているのかを話

していただくだけでも、「なるほど、SDGs は身近な仕

事の中で、このように考えられて、私たち・僕たちが

生きていく社会を良くするために様々な工夫がこらさ

れている」ということがリアルな学びとして子どもた

ちに伝わることがとても大切ではないかと思っていま

す。

これまでの社会とこれからの社会。いまから求められ

る力というものは、「ドリルが解ける」「問題集が解け

る」「人よりもたくさん練習をしたら、難しい問題が

解けます」というここではないのです。自分で考えて、

自分たちで答えを見出して・果敢にチャレンジをする

人材です。そのような人材を育成しない限り私たちが

住んでいる街に未来が生まれない。

それは、学び続けられる人を育成していくことが重要

だというのが一番のポイントになっていく。そのため

には、「学校・教育委員会に教育はお任せだ」ではなく、

皆さま方のように社会の中で活躍している方たちが、

いかに「君たちみんなが学んでいることが未来につな

がるのか」を問いかけて、自分から答えを探していけ

るようなつながりを子どもたちと持っていくことが必

要です。小学校・中学校・高校・大学といろいろな形

でつながりを持っていただくことがとても重要なので

す。それが生涯に亘って学び続けられる。新しい仕事

を生み出していくことも、学び続けられて物事を考え

られる素地があるからであり、それは次を生み出して

いくことにつながっていく。

これは今回、釧路におじゃまをするにあたって釧路の

データをいろいろ見ました。唯一、１枚だけ入れて来

ました。こんなに人口が減っていくのですよ。釧路が

消滅しちゃうかもしれません。私は全国へ講演で訪問

しています。そこで感じるのは、若いお姉さんが魅力

を感じて住んでくれない街は、若い男が残らない街に

なるのです。

なるほどねと思います。香川県へ行った時に校長会の

研修で呼ばれたのですが、「なぜ香川は割と小さな街

で、元気があると思いますか」と校長先生たちに質問

をしたら、みんな首をひねるのです。香川はいたる所

におしゃれなカフェがあって、ちょっと小高い山の上

には素敵なカフェがあります。香川大学と一緒に開発

をした『太らないレアシュガー』というものがあって、

それを使っていろいろなデザートを生み出していま

す。もちろんそれはダイエットが主目的ではなく、糖

尿病など病気のために開発されたもので、希少糖と言

います。それから、うどんが安くて 190 円で食べら

れる。町中におしゃれなブティックがある。中国四国

の中で唯一のブランドショップが香川県にはある。そ

れだけ若い子たちが住んでいる。女性が魅力を感じる

街になっているから、心の中で「住んでいて、良い」

と思う面白い街であるのです。ただまだまだ生まれ変

わらなければいけない課題を私の中では感じているの

ですが、香川県も 15～ 16年関わりながらいろいろ

なことを一緒にやってきていて、日々変革を起こして

くれていると思います。

この社会の変化に追い付いて行くためには、これから

の社会で生きていく・働く子どもたちをどう街につな

ぎ止めることができるのか。ひいてはそれが「従来と

同じ教育内容で本当に良いのか」「上から一方的にブ

ラック校則で、俺たちの言うことだけ聞いていれば良

いのだと言って押さえつける教育で良いのか」「自分

たちで考える頭を持てる子どもたちを育てるのではな

いのか」という論点に通じるところがあるます。その

様な論点を解消していくことにより「学び」が変わっ

ていきます。

この学びの変わりについて文部科学省もきちんと教育

課程の変更で、いまから小・中・高の教育はかなり劇

的に変わって行きます。「個別最適化」といわれる一

人ひとりに向いた教育をどう提供していくのかが大事

です。私は中央教育審議会に 10年所属していて、大

学入試改革にも携わったのですが、やはり変化に対応

して、自ら課題を設定して、答のない問題に解を見出

すために他者と協動をする。実行・実現することがで

きる力を身に付けてほしいから大学に行かせる、大学

教育とはそういうことだと考えている。大学入試の志

願者の能力、意欲や適正を多面的総合的に評価してい

くことが重要ということが打ち出されたわけです。

新しい学力観としてこのようなことが示されていま

す。かつては十分な知識技能を習得していれば良かっ

たのです。そこに、「思考して判断力がついて、表現

できた方が良い」ということがプラスされて、これか

らの教育には、「主体的に関わり、多様性を認めつつ

協動していくことが大事なのだ」と。それは学校だけ

でできるのでしょうか。社会全体が一丸となって取り

組むことこそが次代を担う子どもたちを育てていくと

いうことにつながっていきます。

では、釧路で何ができるのか。教育委員会は、ここに

いるお歴々、素晴らしい皆さん、才能を持っていてい

ろいろな仕事をしている方たちを受け入れてくれるの

か。いまは受け入れないのです。教育関係者の方がい

たらごめんなさい、釧路は割と固いのです、固い。面

倒くさいのかな。本当は年間スケジュールの中で、素

晴らしい経営者の方に来ていただいて、いろいろなお

話をしていただくこと、体験をさせていただくことは

子どもたちにとってものすごい刺激になって、何を学

ぶかに気付くことにつながっていくので、東京城西

ロータリークラブのトップの方が杉並区の教育への理

解が深かったから首長とマッチングして、どんどんい

ろいろな展開ができたこともあります。でも皆さま、

諦めていたら釧路から若い人が消えてしまうじゃない

ですか。大学で外へ出たら戻って来ないじゃないです

か。

でも先ほど、ご挨拶をしていた方の話を聞いていて、

なるほど札幌へ出ていたけれど釧路へ戻って来た。そ

ういうことが大事なのです。「カムバックサーモン」、

釧路に魅力があって、戻って来て、いま釧路のロータ

リアンになっているということは、釧路に大きな貢献

をしているということですよね。そういう人材をわれ

われ・皆さん方とともにどう育てていくかということ

が大事なのです。

これからの学びの方向性はこのようになっています。

「何を知っているのか」「何ができるのか」「知ってい

ること、できることをどう使うのか」「どのようによ

り良く社会・世界と関わって、自分自身がつかみ取り、

いい人生を送るのか」「変化の中に生きる社会的存在

としての力を付けることが大事だ」と文部科学省は全

面的に打ち出しているわけです。なおかつ学習指導要

領、これは学びの基本で、打ち出されたものの方向性

で学校が動きます。

学校の学びは、将来につながっているのか。志望大学

へ合格するためだけの学びではない、そこから先が大

事なのです。皆さま方は十分な経験の下で、そう思っ

ています。いくら東京大学を出ても何の役にも立たな

い人たちも世の中にはいるわけです。

中卒だって、高卒だって、こんなに街のために貢献を

する事業を展開していることもある。仕事をすること

は、様々な可能性を秘めていることの方がより重要な

のです。生きる力をどう身に付けるのかが大事です。

だから人工知能がすごく進んでＩＴ化が進んでも、文

部科学省は言っています。「そうではないよ。人間の

学習だよ。人として自立して、人として魅力を増すこ

とが大事だよ」と。でも、親だけで、学校の先生だけ

が関わっていてもそれは育ちません。より多くの人が

関わり、より多くの方のお話を伺ったり、生きる姿を

見せていただいたり、お仕事の現場を見たり、「なる

ほど」と自分自身が心を揺さぶられることが大事なの

です。そうではない限り、自ら学びたいという主体的

な学びにならないです。だから体験を取り入れた教育

が必要なのだということで、『キャリア教育』という

言葉が一般に普及しだしたわけです。このようなこと

を繰り返し行っていくことの中で、体験・経験をして、

それでキャリアというものを考える。キャリアという

言葉は別にキャリア官僚でもキャリアウーマンを指す

言葉ではない、生きていくということです。キャリア

の元々の語源は、荷馬車を引いた後にできる『わだち』

を指してキャリアと言います。どう生きていくのかと

いう自分自身の指針、自分自身の進む道、それを自分

自身が考え続けることが『キャリア・生きていく』と

いうことです。

この写真は、皆さまのような方たちを学校にお呼びし

て、子どもたちがそれぞれの教室に分かれて授業をし

た後、最後にまたお礼を言っている。コロナの前だか

らこんなに密ができましたけれども、企業の方たちに

入っていただいて様々なことを行ったりもしていま

す。これからの学校教育は、実社会につなぐ企業のリ

ソースを活かす。学習意欲・習慣形成につなげる地域

ならではの故郷のアイデンティティーをどう確立する

のかが大切です。

私は、釧路をすごく魅力的な街だと思うのですが、釧

路の学校は、釧路湿原についても、今日午前中におじゃ

ました猛禽類医学研究所についても、いろいろな被害

にあって保護されている鳥たちが飼われている所です

けれど、そのことを学んだりもしない。マリモのこと

も見たことも聞いたこともない。「なんでやねん」と

いうところに置かれている。どうして教育と地元が離

れているのかすごく不思議なのです。

こうやって他者へ働きかけて、他者と協動して、外部

との相互作用を起こしていくことで子どもたちが気付

いていくことが大事なのです。子どもを中心に、学校

教育・家庭教育・社会教育を意識する中で、皆さま方

こそが社会教育の最前線にお立ちになっている方たち

です。そのような皆さんと学校をつないで地域のネッ

トワークを作ることがすごく大事なのです。

いま釧路ではまだ一般的ではないのですが、文部科学

省はコミュニティ・スクール（地域運営学校）という

ものを全国に推し進めようとしています。これの良さ

は、体験をしてみないと分からないのです。その体験

をしていくことの中から地域とともに学校経営をして

いくということは、子どもたちの次の段階に対しての

未来が開けていくことになります。

今日は、もう時間がないのでここを詳しくは言えない

のですが、これは日立製作所が入ってユニバーサルデ

ザインを行っているところです。これは野村総合研究

所さんと一緒にお店を経営することを授業で行ってい

ます。これはバンダイさんと一緒にエコについて学ん

でいるところです。このようなことを行いながら子ど

もが身近に体験することを通して、企業が伝えたいこ

とが、即ち学んでいることのベースにつながっていま

す。それが社会・地球すべてを良くしていくことにつ

ながっていくのだということを意識して、、一緒に行

うことによって子どもたちは確実に変わっていきま

す。

私が釧路と一緒にやりたいと思っていることは、非認

知能力を高めるというものです。学校で学んで成績が

付くことを認知能力と言います。認知能力を高めてい

くためには、非認知能力を高めていく必要がある。非

認知能力というものは、「やってみた」「成功した」「失

敗した」というものです。皆さま方は小さいころ、山

を登る。木の上に基地を作る等、子どもたち同士でい

ろいろな体験を積んできた、という方もたくさんいる

はずなのです。しかし、いまの子どもたちは何ひとつ

できません。全部危険だからと、禁止されています。

その割に、「ゲームばかりやっている」と大人は文句

を言います。そんな文句を言っている場合ではないの

です。「ゲームだけを学んで、何億円を稼げる人になっ

ていくか分からない」という社会がもうここに来てい

る。では、どのような体験をさせるのか。うんと小さ

いころには、体を使ってバランス感覚を整えながら自

分自身が解き放たれるようなことをしなければいけな

い。

この人は「非認知能力」というものを提唱した経済学

者さんです。この投影資料が必要な方は、送ってあり

ますのでもらっていただければいいと思います。ここ

にも書いてありますが、この『非認知の社会情緒的ス

キル』というものを伸ばしていくことが、将来チーム

で仕事をするとか、自分自身が誰にも頼らずに判断で

きるとか、そのようなところに結び付いていくことに

なっていきます。これを私は某企業と一緒に『アンク

ス・プロジェクト』と名付けています。

認知能力を伸ばすためには、非認知的能力を伸ばして

いくことが大事なのです。あまり身近に感じたことが

ないかもしれませんが、発達障がいといわれる「すご

くとがって、ものすごくいろいろなことができるのに、

ここだけ極端にできない」とか、「なぜここの判断が

付かないのか」ということが今かなりの確立で、いろ

いろな年齢層の中に存在しています。「なぜ、俺がこ

れだけ親切に教えてやったのに、どうしてこれだけ意

識ができないのだ」と思われた経験がある方もいるか

もしれません。しかし、それは決して社会の中で生き

ないわけではないのです。その方に対してどう対応し

ていくのかが一番問題で、そのようなことを一緒に判

断しながら学校教育の中で、それぞれの適正、個別最

適化という学びをし、子どもたちが力を付けて、それ

がいずれ社会・経済の発展・発達につながっていくと

思うと、より多くの大人が児童青少年の個性特性を理

解して、関わることの重要性がご理解いただけると思

います。

本当に短い時間だったので、今日は私からは以上です

が、また何かの機会がございましたら、もう少し長い

バージョンでいろいろなことを丁寧に話しますので、

そのような機会がありましたら、また聞いていただけ

たらと思います。

　本日は、お耳をお借りして、いろいろなお話を聞い

てくださってありがとうございました。失礼いたしま

す。

副会長謝辞

　　それでは、謝辞をさせていただきます。まずは、

生重様、本当に短い時間でグッと詰めてお話いただき

まして申し訳ございません。限られた時間で本当にあ

りがとうございます。

他地域のロータリー活動や釧路の人口減による衰退に

も危惧していただきまして、本当にドキッとするよう

なお言葉もいただきました。

その中で、いまも認知能力と非認知能力の言葉も含め

て、この街に住む私たちがこれからもここで生活をし

ていくわけですが、若い人が残るような街づくりをし

なければいけないというところでは、若い人が働きや

すい雇用も必要ですし、雇用の安定を心がけていけれ

ば、その先には私たちの会社が発展をします。そうす

ると街の発展に結びつく。グルグル回るものだと思い

ますが、やはりどれが欠けても困ることだと思います

ので、これからも私たちがロータリアンとして、また

一企業の経営者、もしくは重要な方々がたくさんい

らっしゃいますので、機会があれば若い人のお話を聞

いたりすることも必要だと思います。

また機会がございましたらこの続きのお話をお聞きで

きればと思いました。

本日は、本当に短い時間でありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■浅川　正紳君 　本日杉村会長の代わりを務めさせて頂きます。閉会の点鐘はしっかり頑張ります。

今年度累計　　472,000 円　　



地域力を向上させるための
子供たちの学力向上・キャリア教育

生重 幸恵
NPO法人 スクール・アドバイス・ネットワーク 理事長

https://www.sanet.jp/



北海道出身
ＰＴＡ活動から出発し、子供たちの教育活動（学校教育・学校外教育）支援を通しての「地域活性化」
を目指して、近隣学校のＰＴＡ会長経験者とともに特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネット
ワークを設立し、以来代表を務めている。2016年より、カンコー教育ソリューション研究協議会の学
校担当理事として、全国の学校を回り、学校を中心に地域を巻き込むキャリア教育の啓蒙活動に邁進。

◆ 【文部科学省】中央教育審議会 第９期中央審議委員
中央教育審議会 生涯学習分科会委員
中央教育審議会 高大接続特別部会委員
中央教育審議会 実践的な職業教育を行なう

新たな高等教育機関の制度化に関する特別部会委員
中央教育審議会 地域とともにある学校の在り方に

関する作業部会委員
中央教育審議会 学校地域協働部会委員

コミュニティ・スクール企画委員会委員及び推進員
（ＣＳエグゼクティブ）

◆ 【内閣府】 地域活性化伝道師
◆ 【農水省・文科省・総務省】三省連携事業

「こども農山漁村交流プロジェクト」推進協議会委員

●特定非営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク 理事長
●キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会 代表理事
●カンコー教育ソリューション研究協議会 理事

まずは自己紹介から・・・



社会が変わる



•将来の負担が次世代へ

•社会全体の活力低下
少子高齢化の進展

•一人一人の意欲衰退、社会の不安定化社会格差の増大、固定化

•社会の絆の喪失、個々人の孤立化地域社会、家族の変容

•失業率、非正規雇用の更なる拡大産業構造・雇用の変化

•国際競争力の低下・産業等の空洞化が
懸念経済規模の拡大のみの限界グローバル化の進展

日本社会の問題点



今後10～20年程度で、約47%の仕事が自動化
される可能性が高い

マイケル・A・オズボーン氏（オックスフォード大学准教授）

子どもたちの65％は、大学卒業後、今は存在
していない職業に就く

キャシー･デビッドソン氏（ニューヨーク市立大学大学院センター教授）

現在の職業の多くは、今後なくなっていく

子どもたちの未来



すでに身近な生活に・・・

人工知能AI

金融
三菱UFJ信託、AIが運用する
投資信託
（2016年5月8日 日本経済新聞）

芸術
人工知能が描いた
「レンブラントの新作？」
（2016年4月14日 WIRED）

サービス
新宿伊勢丹で「人工知能」による接客サービス
利き酒、ソムリエ、ファッションアイテムの提案・・・

（2016年10月13日 SENSORS.jp）

教育
ジョージア工科大、TAが人工知能だったことに
学生が誰も気づかなかった（2016年5月12日 Gizmodo US）

料理
IBMのワトソンシェフが創作レシピを考案
料理本を出版へ（2015年4月10日 CBS Interactive）

医療
人工知能で病名突き止め患者の命救う
国内初 東京大学医科学研究所（2016年8月4日 NHK）

経営
日立製作所 企業の経営判断を支援する人工
知能システムの実現へ
（2016年6月2日 日立製作所ニュースリリースより）



Society5.0とは？

サイバー空間とフィジカル（現実）空間を高度に融合させたシステムにより、
経済発展と社会課題の解決を両立する、人間中心の社会（Society）

※日本が目指すべき未来社会の姿として内閣府が提唱

出典：内閣府ＨＰより



ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

出典：文部科学省ＨＰより



社会が変わる

これまでの社会
工業化社会

知識・技能の「習得」と「再生」
【情報処理力】
価値の持続継承

1人のリーダーとフォロワー
同質化社会で積み上げるキャリア
同一文化の中で暗黙の理解

これからの社会
知識基盤社会

知識・技能の「活用」
【情報編集力】
新しい価値の創造

個々人がリーダーシップを発揮
自分のキャリアを切り拓く力
異文化の中で多様性の許容

変化が激しい、予測できない社会において、必要とされる知識・能力は？

「学び続けられる人」の育成



釧路の状況（将来人口の推移）
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出所：釧路市HPデータより



社会が変わっていくと・・・

社会の変化

これからの社会で生きて
働く子どもたち

従来と同じ
教育内容、授業でいい？



学びが変わる



これからの時代に求められる力

これからの時代においては、知識・技能とともに、

変化に対応して自ら課題を設定し、答えのない問
題に解を見い出し、他者と協働するなどしつつ、
実行、実現していくことのできる力などが特に重要で
ある。大学入学者選抜においては、各学校段階を通じたこ
のような能力等の意育成が促進されるよう、大学入学者志

願者の能力、意欲、適性等を多面的・総合的に評価
するものに転換していくことが求められる。

中央教育審議会 高大接続特別部会 第16回
2014年6月20日資料より抜粋



社会で自立して活動していくために必要な力

新しい学力観～学力の3要素～

知識・技能

思考力
判断力
表現力

主体性
多様性
協働性

十分な知識・技能を習得する

自ら課題を発見し、その解決に向けて探求し、成果等を表
現するために必要な「思考力・判断力・表現力等の能力」
を育む

これからの時代の社会で生きていくために必要な
「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を養う



次の教育課程の方向性

どのように社会・世界と関わり
よりよい人生を送るか
（学びに向かう力・人間性等）

知っていること・できることを
どう使うか

（思考力・判断力・表現力）

何を知っているか、
何ができるか
（個別の知識・技能）

キーワードは、「社会に開かれた教育課程」

資質・能力の要素を３つの柱とする。

変化の中に生きる社会的存在として、
力をつける



第1部 学習指導要領改訂の基本的な方向性
学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付け
ながら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返っ
て次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。子供自身が興味
をもって積極的に取り組むとともに、学習活動を自ら振り返り意味付け
たり、身についた資質・能力を自覚したり、共有したりすることが重要
である。

出典：次期学習指導要領の答申資料より（2016年12月21日）

主体的な学びとは

学校での学びが将来につながっているか。
志望大学へ合格するための学びでは決してないはず。



第1部 学習指導要領改訂の基本的な方向性
人工知能がいかに進化しようとしても、それが行っているのは与えられた
目的の中での処理である。一方で人間は、感性を豊かに働かせながら、ど
のような未来を創っていくのか、どのように社会や人生をよりよりものに
していくのかという目的を自ら考え出すことができる。
多様な文脈が複雑に入り混じった環境の中でも、場面や状況を理解して自
分の考えをまとめたり、相手にふさわしい表現を工夫したり、答えのない
課題に対して、多様な他者と協働しながら目的に応じた納得解を見いだし
たりすることができるという強みを持っている。

このために必要な力を成長の中で育んでいるのが、人間の学習である。

次期学習指導要領 答申

出典：次期学習指導要領の答申資料より（2016年12月21日）



現代の子どもたちが抱えている課題
●学びに対する興味関心の希薄さ
●体験や経験の少なさ
●将来との関連性が見えないままでの学び
●受験勉強偏重型が起こす、受験終了後の学びへの意欲の低下

学習意欲

「なぜ勉強しなければならないのか？」
「今の学習が将来どのように役に立つのか」
などについての発見
心を揺さぶられ、納得できたと思える
具体的な経験・体験
尊敬できる人との出会い

体験を取り入れた教育の必要性

学習意欲

主体的な学びの促進

体験を取り入れた教育が必要



体験
自らがやってみること

経験
体験により、ものの見方や
考え方が形成されること

キャリア
個々が生涯にわたって遂行
する様々な立場や役割の連鎖
及びその過程における自己と
働くこととの関係付けや
価値付けの累積

● 教室が「リアルな世の中」と直結する
● 外部人材が使命感や誇りをもっている「本物の姿」に接する

豊富な体験による価値観の変容

体験によって生まれる学び



地域と学校の連携・協働による教育の必要性



①実社会につなぐ
＊社会で役立つ経験をするプログラム
＊多様なロールモデルや「本物」に触れるプログラムの充実

②企業のリソースを生かす
＊学校教育だけでは教えることが難しい
実社会の経験を踏まえたプログラム
＊環境教育、キャリア教育、国際理解等の
企業の特性を生かしたプログラム

③学習意欲・習慣形成につなげる
＊就学前の子供たちが学ぶ楽しさに出会うプログラム
＊振り返り学習や発展的な学習の充実

④｢地域ならでは｣
＊地域の目標を踏まえ「ふるさと教育」や「学力向上」などの
地域の特性や課題に応じたプログラム
＊多様性を重視したプログラム等

他者への
働きかけ

他者との
協働

外部との
相互作用

地域が関わることによる多様な体験の場づくり



地域全体で未来を担う子供たちの成長を支える仕組み

出典：文部科学省ＨＰより



コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の仕組み

出典：文部科学省ＨＰより



授業導入事例



企業と連携したキャリア教育①



企業と連携したキャリア教育②



企業と連携したキャリア教育③



企業と連携したキャリア教育④



企業と連携したキャリア教育⑤



企業と連携したキャリア教育⑥



企業と連携したキャリア教育⑦



生徒一人ひとりが
興味を持つ職業の方を訪ね
仕事の内容・仕事に
就くために必要なことを聞く

自分が夢に見る職業を
身近に感じることができる

社会で活躍する方を尋ね、お話を伺う（中学校）

ドリームズカムトゥルー



新しい商品やサービスを企画し提案するPBL型プログラム

テーマの確認・情報収集

マーケティングリサーチ
（ニーズの調査）

ビジネスプランを考える

テストマーケティング
（ヒアリング）

【中間発表会】相互評価を行う

【最終発表】
社会人から評価をもらう

◆チームで活動し、乗り越えることで
他者との関係の中で役割を果たす
必要性を知る（人間関係形成・社会形成）

◆社会人からビジネス視点の評価を
もらうことで、社会に求められる
能力に気づく（課題対応能力）

新商品・サービスを提案する（高校）



◆職業について調べることで、
自身の将来について考える。

◆働く人から直接話を聞くことで、
働くことや職業について理解する。
（キャリアプランニング能力）

職業人講話（小学校～高校）



WHAT’S
NON COGNITIVE SKILLS ?

非認知能力の向上が子どもの将来に影響を与える



WHAT’S
NON COGNITIVE SKILLS ?

OECD（2015）による社会情動的スキル

認知的
スキル

外挿
された
知識

獲得
された
知識 基礎的

認知能力

社会
情動的
スキル

目標の
達成

他者との
協働

情動の
制御

・基礎的認知能力：パターン認識・処理速度・記憶
・獲得された知識：呼び出し・抽出・解釈
・外挿された知識：考える・推論・概念化

・目標の達成：忍耐力・自己抑制・目標への情熱
・他者との協働：社交性・敬意・思いやり
・情動の制御：自尊心・楽観性・自信

邦訳：ベネッセ教育総合研究所（訳）
『家庭、学校、地域社会における社会情動的スキルの育成』2015年



非認知的能力


